
第132回 定時株主総会
招集ご通知

開催日時

開催場所

2022年6月29日（水曜日）
午前10時（受付開始：午前9時）

東京都新宿区西新宿三丁目7番1号

新宿パークタワー3階
パークタワーホール

新型コロナウイルスに関するお知らせ
新型コロナウイルスの感染の可能性が懸念され
ております。
本株主総会にご出席される株主様は、株主総会
開催日現在の感染状況やご自身の体調をお確か
めのうえ、マスク着用などの感染予防にご配慮
いただき、ご来場賜りますようお願い申し上げ
ます。
また、本株主総会会場において、感染予防のた
めの措置を講じる場合がございますので、ご協
力のほどお願い申し上げます。

証券コード：1885

議決権行使期限
2022年6月28日（火曜日）

午後5時30分まで
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証券コード 1885

株 主 各 位 2022年6月13日

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 三 丁 目 7 番 1 号

東亜建設工業株式会社
代表取締役会長 秋 山 優 樹

第132回定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当社第132回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご案内申し上げます。
なお、本株主総会につきましては、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、株主様の健康状態にかかわ

らず、株主総会当日のご来場をお控えいただき、極力、書面またはインターネット等により、事前に議決権をご
行使くださいますようお願い申し上げます。
お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討いただき、2022年6月28日（火曜日）午後5時30分までに議

決権を行使くださいますようお願い申し上げます。
敬 具

記
１．日 時 2022年6月29日（水曜日）午前10時 （受付開始 午前9時）
２．場 所 東京都新宿区西新宿三丁目7番1号

新宿パークタワー3階 パークタワーホール
（ご来場の際には、末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

３．会議の目的事項
報告事項 1． 第132期（2021年4月1日から2022年3月31日まで）事業報告の内容、連結計算書類の

内容並びに会計監査人及び監査等委員会の連結計算書類監査結果報告の件
2． 第132期（2021年4月1日から2022年3月31日まで）計算書類の内容報告の件

決議事項
第1号議案 剰余金の処分の件
第2号議案 定款一部変更の件
第3号議案 取締役（監査等委員であるものを除く）8名選任の件
第4号議案 取締役（監査等委員であるものを除く）の報酬等の額改定の件
第5号議案 監査等委員である取締役の報酬等の額改定の件
第6号議案 取締役（監査等委員である取締役、及びそれ以外の取締役のうち社外取締役であるものを除

く）に対する業績連動型株式報酬等の改定の件
４．その他株主総会に関する事項

当日ご欠席の株主様は、議決権を有する他の株主様1名を代理人としてその議決権を行使することもでき
ます。なお、この場合は、代理権を証明する書面を当社にご提出いただく必要がありますのでご了承願います。

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
○お願い 当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上げます。
○本招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、「連結計算書類の連結注記表」及び「計算書類の個別注記表」につきましては、下記
の当社ウェブサイトに掲載しておりますので、法令及び定款第17条の定めに基づき、報告事項に関する添付書類には記載しておりま
せん。
なお、「連結計算書類の連結注記表」及び「計算書類の個別注記表」は、報告事項に関する添付書類とともに、会計監査人及び監査
等委員会の監査対象となっております。
○株主総会参考書類並びに事業報告、連結計算書類及び計算書類の記載事項に関し、修正の必要が生じた場合は、修正内容をインター
ネット上の当社ウェブサイトに掲載させていただきます。
○当社ウェブサイト（https://www.toa-const.co.jp/）
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株主の皆様へ（お願い）

第132回定時株主総会における
新型コロナウイルス感染防止への対応について

当社は、第132回定時株主総会の開催にあたりまして、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、株主の
皆様のご健康を第一に考え、ご来場をお控えいただき、書面またはインターネットによる議決権の事前行使をお
願いしております。
なお、状況により次の対応をとらせていただきますので、ご了承くださいますようお願い申し上げます。

◇ご来場を検討されている株主様へのお願い
・当日までの健康状態にご留意いただき、くれぐれもご無理をなさらないでください。
・来場時及び会場内では感染予防にご配慮いただき、必ずマスクを着用してください。
・議長及び登壇役員、また株主総会運営係員においてもマスク等を着用させていただきます。
・会場入口での係員による検温にご協力ください。
・37度5分以上の発熱、若しくは咳症状が見受けられる方は、入場をお断りさせていただきます。
・会場への入場の際には、アルコール消毒液にて手指の消毒をお願いします。
・座席の間隔を広く取りますので、十分な席数が確保できない場合がございます。
・会場内で咳き込むなど、体調不良がうかがえる場合は退場していただくことがございます。
・体調が悪化し、また気分が優れなくなったなどの場合は会場係員までお申し出ください。
・お席でのご発言、大声でのご発声はお控えください。
・株主総会所要時間の短縮を目指して運営いたします。株主様からのご質問、ご発言につきましても、
回数、時間の制限をさせていただく場合がございます。
なお、当社ではお土産のご用意はございません。

◇議決権行使のご案内
・郵送による投票は、2022年6月28日（火曜日）午後5時30分到着分まで有効となります。
・インターネットによる投票は、当社の指定する議決権行使ウェブサイト
(https://soukai.mizuho-tb.co.jp/)にアクセスしていただき、画面の案内に従って、2022年6月28日
（火曜日）午後5時30分までに賛否をご入力ください。

株主の皆様におかれましては、ご理解、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
今後の状況により株主総会の運営に大きな変更が生じる場合は、当社ウェブサイト
（https://www.toa-const.co.jp/）にてお知らせ申し上げます。

以上
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議決権行使についてのご案内

2022年６月29日（水曜日）午前10時開催
日時

開催
場所

東京都新宿区西新宿三丁目7番1号
新宿パークタワー3階 パークタワーホール

株主総会にご出席される場合

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、株主総会当日のご来場をお控えいただき、後記の株主総
会参考書類（6～22頁）をご検討のうえ、書面（郵送）またはインターネット等により事前に議決権
をご行使くださいますようお願い申し上げます。

同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し上げます。

2022年６月28日（火曜日）
午後5時30分到着分まで

2022年６月28日（火曜日）
午後5時30分まで

行使
期限

行使
期限

書面（郵送）またはインターネットにより議決権をご行使される場合

同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示いただき、
行使期限までに到着するようご返送ください。

当社の指定する議決権行使ウェブサイトにアクセスし
ていただき、行使期限までに議案に対する賛否をご入
力ください。
なお、インターネットで複数回数、議決権を行使され
た場合は、最後の行使を有効な行使としてお取り扱い
いたします。
書面とインターネットにより、重複して議決権を行使さ
れた場合は、インターネットの行使を有効な行使とし
てお取り扱いいたします。

書面（郵送）により
議決権をご行使される場合

インターネットにより
議決権をご行使される場合

詳細は次ページをご覧ください。
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「スマート行使」によるご行使
議決権行使コード及びパスワードを入力することなく議決権行使ウェブサイトにログインすることができます。

スマートフォン用議決権行使
ウェブサイトへアクセス

同封の議決権行使書用紙の右下「スマートフォン用議決権行
使ウェブサイトログインQRコード®」をスマートフォンかタ
ブレット端末で読み取ります。

表示されたURLを開くと議決権行使ウェブサ
イト画面が開きます。
議決権行使方法は2つあります。

議決権行使方法を選ぶ

各議案について個別に指示する場合、
画面の案内に従って各議案の賛否をご
入力ください

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

！ 一度議決権を行使した後で行使内容を変更される場合、
再度QRコード®を読み取り、議決権行使書用紙に記載の
「議決権行使コード」「パスワード」をご入力いただく必
要があります。

１

２

３

確認画面で問題なければ
「この内容で行使する」ボタンを
押して行使完了

４
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インターネットによるご行使

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください

ふ0120-768-524（受付時間：年末年始を除く午前9時～午後9時）

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォン、携帯電話の操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

みずほ信託銀行 証券代行部 インターネットヘルプダイヤル

https://soukai.mizuho-tb.co.jp/
議決権行使ウェブサイト

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください

■「次へすすむ」をクリック

１

■「議決権行使コード」※を入力し、「次へ」をクリック

議決権行使書用紙に記載された「議決権行使コード」をご入力ください２

■ �「初期パスワード」※を入力し、実際にご使用になる新しい
パスワードを設定してください

■「登録」をクリック

※「議決権行使コード」「初期パスワード」は、お手元の議決権行使書用紙の所有株式数が
印字されている面の左下に記載されています。

※ インターネット等による議決権行使は、当社の指定する議決権行使ウェブサイトをご
利用いただくことによってのみ可能です。
議決権行使ウェブサイトをご利用いただく際のプロバイダ及び通信事業者の料金（接
続料金等）は、株主様のご負担となります。

議決権行使書用紙に記載された「パスワード」をご入力ください３

４
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［株主総会参考書類］

議案及び参考事項
第1号議案 剰余金の処分の件
当社における利益配分につきましては、安定的な配当を継続することに重点をおきつつ、業績に応じた利益還

元を行うことを基本方針としております。また、2020年度から2022年度までの中期経営計画におきまして、株
主還元の指標として配当性向（単体）20％～30％を目標としております。
剰余金の処分につきましては、当期の業績、今後の経営環境等を勘案し、以下のとおりといたしたいと存じま

す。

期末配当に関する事項
⑴ 配当財産種類
金銭

⑵ 株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額
当社普通株式１株につき90円 総額1,973,408,220円

⑶ 剰余金の配当が効力を生じる日
2022年6月30日

第2号議案 定款一部変更の件
⑴ 提案の理由

「会社法の一部を改正する法律」（令和元年法律第70号）附則第1条ただし書きに規定する株主総会資料
の電子提供制度の施行日が2022年9月1日とされたことに伴い、株主総会参考書類等の内容である情報につ
いて電子提供措置をとる旨及び書面交付請求をした株主に交付する書面に記載する事項の範囲を限定するこ
とができる旨の規定を設けるものであります。
また、現行の株主総会参考書類等のインターネット開示とみなし提供の規定は不要となるため、これを削

除するとともに、これらの変更に伴う効力発生日等に関する附則を設けるものであります。
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⑵ 変更の内容
定款変更の内容は、次のとおりであります。

（下線は、変更部分を示します。）
現行定款 変更案

（株主総会参考書類等のインターネット開示とみな
し提供）
第17条 当会社は、株主総会の招集に際し、株主総

会参考書類、事業報告、計算書類及び連結計
算書類に記載又は表示をすべき事項に係る情
報を、法務省令に定めるところに従いインタ
ーネットを利用する方法で開示することによ
り、株主に対して提供したものとみなすこと
ができる。

（削除）

（新設）

（電子提供措置等）
第17条 当会社は、株主総会の招集に際し、株主総

会参考書類等の内容である情報について、電
子提供措置をとるものとする。

２ 当会社は、電子提供措置をとる事項のうち法
務省令で定めるものの全部又は一部について、
議決権の基準日までに書面交付請求した株主
に対して交付する書面に記載しないことがで
きる。

（新設）

（附則）
１ 変更前定款第17条（株主総会参考書類等の
インターネット開示とみなし提供）の削除及
び変更後定款第17条（電子提供措置等）の新
設は、2022年９月１日から効力を生ずるもの
とする。

２ 前項の規定にかかわらず、2023年２月末日
までの日を株主総会の日とする株主総会につ
いては、変更前定款第17条（株主総会参考書
類等のインターネット開示とみなし提供）は
なお効力を有する。

３ 本附則は、2023年３月１日又は前項の株主
総会の日から３か月を経過した日のいずれか
遅い日後にこれを削除する。
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第3号議案 取締役（監査等委員であるものを除く）8名選任の件
本総会終結の時をもちまして、取締役（監査等委員であるものを除く。以下、本議案において同じ。）全員

（７名）が任期満了（緒方健一氏は2022年３月31日付で取締役を辞任いたしました。）となりますので、取締
役８名の選任をお願いいたしたいと存じます。
取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当社の

株式の数

１

秋
あき
山
やま
優
まさ
樹
き

（1952年8月3日生）

1975年 4 月 当社入社
2004年 4 月 当社千葉支店長
2007年 6 月 当社執行役員（横浜支店長）
2010年 4 月 当社執行役員常務（土木事業本部長）
2010年 6 月 当社取締役兼執行役員常務

（土木事業本部長）
2013年 4 月 当社取締役兼執行役員専務

（土木事業本部長）
2014年 4 月 当社代表取締役兼執行役員副社長

（安全環境部統括）
2015年 4 月 当社代表取締役兼執行役員副社長

（国際事業本部、安全環境部統括）
2016年 4 月 当社代表取締役兼執行役員副社長
2016年 6 月 当社代表取締役兼執行役員社長
2022年 4 月 当社代表取締役会長

現在に至る

14,300株

取締役候補者とする理由
秋山優樹氏は、現場の最前線におけるマネジメント経験や当社での経営者としての経験に基づき、
強いリーダーシップと行動力を備えた人物であります。
また、社長就任後は当グループのあるべき姿、長期ビジョン〈TOA2030〉の実現に向け、中期経
営計画の推進を指揮しており、引続きリーダーとして、当社グループ全体を指揮、監督し、当社の
取締役としての職務を適切に遂行できるものと判断し、取締役候補者とするものです。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当社の

株式の数

２

新任

早
はや
川
かわ

毅
たけし

（1965年6月12日生）

1989年 4 月 当社入社
2015年 4 月 当社大阪支店技術部長
2016年10月 当社土木事業本部土木部長
2020年 4 月 当社大阪支店長
2021年 4 月 当社執行役員（大阪支店長）
2022年 4 月 当社執行役員社長

現在に至る 1,500株

取締役候補者とする理由
早川毅氏は、豊富な現場経験並びに現場の最前線におけるマネジメント経験に基づき、強いリーダ
ーシップと行動力を備えた人物であります。
当社グループの中長期的な企業価値向上の実現のために、新リーダーとして、当社グループ全体を
指揮、監督し、当社の取締役としての職務を適切に遂行できるものと判断し、取締役候補者とする
ものです。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当社の

株式の数

３

黒
くろ
須
す
茂
しげ
敏
とし

（1954年5月8日生）

1978年 4 月 当社入社
2006年 4 月 当社総務部長
2008年 4 月 当社管理本部経理部長
2012年 4 月 当社執行役員（管理本部経理部長）
2013年 4 月 当社執行役員

（管理本部副本部長兼経理部長）
2015年 4 月 当社執行役員常務

（管理本部副本部長兼経理部長）
2016年 4 月 当社執行役員常務（管理本部長）
2016年 6 月 当社取締役兼執行役員常務

（管理本部長、経営企画部・内部監査室統括）
2016年 8 月 当社取締役兼執行役員常務

（管理本部長 兼 経営企画部長、CSR推進部・内部監査室統括）
2017年 4 月 当社取締役兼執行役員専務

（管理本部長、経営企画部・CSR推進部・内部監査室統括）
2017年 7 月 当社取締役兼執行役員専務

（管理本部長、経営企画部・CSR推進部・内部監査室・再発防止部統括）
2018年 4 月 当社代表取締役兼執行役員専務

（管理本部長、経営企画部・CSR推進部・内部監査室・再発防止部統括）
2019年 4 月 当社代表取締役兼執行役員副社長

（管理本部・経営企画部・CSR推進部・内部監査室・再発防止部統括）
2019年 6 月 当社代表取締役兼執行役員副社長

（経営企画部・CSR推進部・内部監査室・再発防止部統括）
2021年 4 月 当社代表取締役兼執行役員副社長

(経営企画部・ESG推進部・内部監査室・再発防止部統括）
2022年 4 月 当社代表取締役兼執行役員副社長

（経営企画本部・管理本部・内部監査室・秘書室統括）
現在に至る

7,400株

取締役候補者とする理由
黒須茂敏氏は、当社入社以来、長年管理部門に所属し、総務部門、経理部門等での管理経験に基づ
き、強いリーダーシップと行動力を備えた人物であります。
当社グループの中長期的な企業価値向上の実現のために、引続きリーダーとして、当社グループ全
体を指揮、監督し、当社の取締役としての職務を適切に遂行できるものと判断し、取締役候補者と
するものです。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当社の

株式の数

４

廣
ひろ
瀬
せ
善
よし
香
か

（1960年1月7日生）

1983年 4 月 当社入社
1993年 8 月 当社大阪支店建築現場所長
2006年 3 月 当社大阪支店建築部工事課工事長
2008年 4 月 当社大阪支店建築部長
2015年 4 月 当社建築事業本部建築部長
2017年 4 月 当社執行役員建築事業本部長
2018年 6 月 当社取締役兼執行役員(建築事業本部長)
2019年 4 月 当社取締役兼執行役員常務(建築事業本部長)
2022年 4 月 当社取締役兼執行役員専務

(建築事業本部長、技術研究開発センター統括)
現在に至る

3,000株

取締役候補者とする理由
廣瀬善香氏は、当社入社以来、長年建築事業部門に所属し、豊富な現場経験並びにマネジメント経
験に基づき、強いリーダーシップと行動力を備えた人物であります。
当社グループの中長期的な企業価値向上の実現のために、引続き建築事業部門のリーダーとして、
当社グループ全体を指揮、監督し、当社の取締役としての職務を適切に遂行できるものと判断し、
取締役候補者とするものです。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当社の

株式の数

５

新任

本
ほん
多
だ
將
まさ
人
と

（1962年3月31日生）

1984年 4 月 当社入社
2006年 4 月 当社土木本部設計部西日本設計室長
2007年 4 月 当社土木事業本部設計部陸上グループリーダー
2009年 4 月 当社土木事業本部設計部次長兼陸上グループリーダー
2012年 4 月 当社土木事業本部設計部長
2015年 4 月 当社中国支店長
2016年 6 月 当社横浜支店長
2018年 4 月 当社執行役員(横浜支店長)
2019年 4 月 当社執行役員(東京支店長)
2020年 4 月 当社執行役員常務(東京支店長)
2022年 4 月 当社執行役員専務(経営企画本部長兼経営企画部長)

現在に至る

3,600株

取締役候補者とする理由
本多將人氏は、現場の最前線におけるマネジメント経験や当社での経営者としての経験に基づき、
強いリーダーシップと行動力を備えた人物であります。
当社グループの中長期的な企業価値向上の実現のために、経営企画部門のリーダーとして、当社グ
ループ全体を指揮、監督し、当社の取締役としての職務を適切に遂行できるものと判断し、取締役
候補者とするものです。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当社の

株式の数

６

新任

高
たか
橋
はし

功
いさお

（1959年7月27日生）

1985年 4 月 当社入社
2012年 4 月 当社大阪支店土木部長
2013年 4 月 当社大阪支店次長兼土木部長
2014年 4 月 当社大阪副支店長
2016年 4 月 当社九州支店長
2019年 4 月 信幸建設株式会社代表取締役社長
2021年 4 月 当社執行役員常務（土木事業本部工事統括）
2022年 4 月 当社執行役員専務（土木事業本部長兼工事統括）

現在に至る
2,400株

取締役候補者とする理由
高橋功氏は、当社入社以来、長年土木事業部門に所属し、豊富な現場経験並びにマネジメント経験
に基づき、強いリーダーシップと行動力を備えた人物であります。
当社グループの中長期的な企業価値向上の実現のために、土木事業部門のリーダーとして、当社グ
ループ全体を指揮、監督し、当社の取締役としての職務を適切に遂行できるものと判断し、取締役
候補者とするものです。



知
通
ご
集
招

類
書
考
参
会
総
主
株

書
告
報
査
監

類
書
算
計

類
書
算
計
結
連

告
報
業
事

― 14 ―

候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当社の

株式の数

７

新任

中
なか
尾
お

剛
たけし

（1967年9月27日生）

1991年 4 月 当社入社
2015年 4 月 当社管理本部人事部次長兼人事課長
2016年 4 月 当社横浜支店総務部長
2017年 4 月 当社管理本部人事部長
2019年 4 月 当社経営企画部長
2022年 4 月 当社執行役員（管理本部長）

現在に至る 1,200株

取締役候補者とする理由
中尾剛氏は、長年管理部門に所属し、総務部門、人事部門、経営企画等での経験に基づき、強いリ
ーダーシップと行動力を備えた人物であります。
当社グループの中長期的な企業価値向上の実現のために、管理部門のリーダーとして、当社グルー
プ全体を指揮、監督し、当社の取締役としての職務を適切に遂行できるものと判断し、取締役候補
者とするものです。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日） 略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況 所有する当社の

株式の数

８

社外取締役

国
くに
谷
や
史
し
朗
ろう

（1957年2月22日生）

1982年 4 月 弁護士登録（大阪弁護士会）
1982年 4 月 大江橋法律事務所（現弁護士法人大江橋法律事務所）

1987年 5 月 米国ニューヨーク州弁護士登録
1997年 6 月 サンスター株式会社社外監査役
2002年 4 月 弁護士法人大江橋法律事務所代表社員（現任）
2006年 6 月 日本電産株式会社社外監査役
2012年 3 月 株式会社ネクソン社外取締役
2012年 6 月 株式会社荏原製作所社外取締役
2013年 6 月 ソニーフィナンシャルホールディングス株式会社社外取締役
2013年 6 月 武田薬品工業株式会社社外監査役
2016年 6 月 同社社外取締役（監査等委員）
2018年 3 月 株式会社ネクソン社外取締役（監査等委員）（現任）
2019年 6 月 武田薬品工業株式会社社外取締役（2022年6月退任予定）
2021年 6 月 当社社外取締役

現在に至る
［重要な兼職の状況］

弁護士法人大江橋法律事務所代表社員
株式会社ネクソン監査等委員である社外取締役
武田薬品工業株式会社社外取締役

0株

社外取締役候補者とする理由及び期待される役割の概要
国谷史朗氏は、弁護士法人大江橋法律事務所の代表社員として、また米国ニューヨーク州弁護士と
して、法曹としての企業法務や国際法務に関する豊富な経験と高い知見を有し、長年に亘り他社の
社外監査役及び社外取締役を務められており、企業経営に関するグローバル且つ高度な見識を持た
れていることから、当社における取締役の職務執行の監督強化の役割を十分に果たしていただける
ものと判断し、社外取締役候補者とするものであります。同氏が社外取締役に選任された場合には、
現地企業とのアライアンス強化も視野に入れた進出地域の拡大といった経営における重要事項の決
定や業務執行の監督等の職務を適切に遂行いただくことを期待しております。なお、同氏の当社社
外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって1年となります。
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（注） １．各取締役候補者と当社との間に、特別の利害関係はありません。
２．役員等賠償責任保険契約について
当社は、役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結し、被保険者が業務に起因して損害賠償責任を負った場合に
おける損害等を当該保険契約により塡補することとしております。各取締役候補者の選任が承認された場合、当該保険
契約の被保険者に含められることとなります。なお、役員等賠償責任保険の契約期間は、1年間であり、当該期間満了前
に取締役会において決議のうえ、これを更新する予定であります。また、当該保険料は全額当社の負担となります。

３．国谷史朗氏は、社外取締役候補者であります。
４．社外取締役の独立性について
国谷史朗氏が代表社員を務める弁護士法人大江橋法律事務所、社外取締役を務める株式会社ネクソン及び武田薬品工業
株式会社と当社の間に特別の関係はございません。なお、当社は同氏を東京証券取引所、札幌証券取引所の定める独立
役員として届け出ております。

５．責任限定契約について
当社は、業務執行を行わない取締役との間で、会社法第427条第1項の規定に基づき、同法第423条第1項の責任につい
て、善意かつ重過失がないときは、一定の限度を設ける契約を締結しており、当該契約に基づく損害賠償責任の限度額
は、法令が規定する最低責任限度額としております。
なお、国谷史朗氏の再任が承認された場合、当社は同氏との間で責任限定契約を継続する予定であります。
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【ご参考】スキルマトリックス

企業
経営

安全・
環境・
品質

財務
会計 技術 営業

※1
法務
※2

グロー
バル

人材
開発
※3

監査等
委員

指名・
報酬
委員

経営
会議

秋山 優樹 ○ ○ ○ ○ ○

早川 毅 新任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

黒須 茂敏 ○ ○ ○ ○ ○ ○

廣瀬 善香 ○ ○ ○ ○

本多 將人 新任 ○ ○ ○ ○ ○

高橋 功 新任 ○ ○ ○ ○

中尾 剛 新任 ○ ○ ○ ○ ○

国谷 史朗
社外
独立

○ ○ ○

小川 信行 ○ ○ ◎ ○

岡村 眞彦
社外
独立

○ ○ ○ ○ ◎

渡邉 光誠
社外
独立

○ ○ ○ ○ ○

半田 未知
(佐々野 未知)

社外
独立

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（注）チェック項目は取締役のすべての知見や経験を示すものではありません。
※1 営業：営業・マーケティング
※2 法務：法務・リスクマネジメント
※3 人材開発：人材開発・ダイバーシティ

（注）「◎」委員長、議長
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第4号議案 取締役（監査等委員であるものを除く）の報酬等の額改定の件
当社の取締役（監査等委員であるものを除く。以下、本議案において同じ）の報酬等の額は、2019年６月27

日開催の第129回定時株主総会において月額25百万円以内と決議いただき現在に至っております。
本議案は、月額を年額に換算した当該報酬額の範囲内で、従来の毎月支給される金銭報酬に加えて、取締役

（社外取締役を除く）に対して年１回、短期インセンティブ報酬（金銭）を支給することができるよう、取締役
の報酬等の額を月額25百万円以内から年額300百万円以内（うち社外取締役分25百万円以内）に改めさせてい
ただくことについてご承認をお願いするものです。
今回の短期インセンティブ報酬の導入は、取締役が事業年度の目標達成に取り組んだ責任と成果を公平・公正
に評価した処遇を行う報酬制度とすることで、長期ビジョン＜TOA２０３０＞の実現に向けた意識をより高め、
当社の更なる企業価値の向上につなげることを目的としており、本議案の内容は必要かつ合理的であり、相当で
あると考えております。
本議案の内容については、委員長を監査等委員である社外取締役が務め、委員の過半数を監査等委員である社
外取締役が占める指名報酬委員会で審議のうえ、その答申を踏まえて取締役会で決定しております。このように
報酬制度に係る決定プロセスと結果の公平性・客観性・透明性は確保されているものと考えておりますので、定
める限度額以内で取締役に支給する短期インセンティブ報酬の金額につきましては取締役会で決定することをご
承認いただきたく存じます。短期インセンティブ報酬に係る取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針につ
いては、37頁の「⑤ 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針の改定」をご参照ください。なお、上記改
定後の報酬枠による短期インセンティブ報酬は、第132期（2021年4月1日から2022年3月31日まで）の事業
年度について、同期末時点における取締役（社外取締役を除く）に対し、本総会後に支給するところから始める
ことといたします。
本報酬等の額改定の対象となる取締役は、第132期末時点の取締役8名（現在7名 うち社外取締役１名）であ

り、第３号議案が原案どおり承認可決されますと、取締役８名（うち社外取締役１名）となります。

第5号議案 監査等委員である取締役の報酬等の額改定の件
当社の監査等委員である取締役の報酬等の額は、2019年６月27日開催の第129回定時株主総会において月額
８百万円以内と決議いただき現在に至っております。第4号議案が原案どおり承認可決されますと取締役（監査
等委員であるものを除く）の報酬等の額が年額の定めに改められることに伴い、監査等委員である取締役の報酬
等の額につきましても月額を年額に換算した年額96百万円以内に改めさせていただくことについてご承認をお願
いするものです。
本議案の内容については、監査等委員会の同意を得ており、柔軟かつ機動的な報酬制度の運用が可能となるこ
とからも、本議案の内容は必要かつ合理的であり、相当であるものと考えております。
現在の監査等委員である取締役は４名（うち社外取締役３名）であります。
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第6号議案 取締役（監査等委員である取締役、及びそれ以外の取締役のうち社外取締役で
あるものを除く）に対する業績連動型株式報酬等の改定の件

⑴ 提案の理由
当社は、2019年６月27日開催の第129回定時株主総会において取締役（監査等委員である取締役、及び
それ以外の取締役のうち社外取締役であるものを除きます。以下、断りがない限り、本議案において同じと
します。）及び取締役を兼務しない執行役員（以下、取締役及び取締役を兼務しない執行役員を「取締役等」
といいます。）に対する業績連動型株式報酬制度「株式給付信託（BBT（＝Board Benefit Trust））」（以下、
「本制度」といいます。）の導入についてご承認いただき現在に至っております。
本制度は、取締役等の報酬と当社の業績及び株式価値との連動性をより明確にし、取締役等が株価上昇に
よるメリットのみならず、株価下落リスクまでも株主の皆様と共有することで、中長期的な業績の向上と企
業価値の増大に貢献する意識を高めることを目的として導入いたしましたが、本制度導入時に設定した当初
対象期間（2020年3月末日で終了する事業年度から2022年3月末日で終了する事業年度までの3事業年度）
を経過したことから、今般、対象期間（2023年3月末日で終了する事業年度から2025年3月末日で終了す
る事業年度までの3事業年度）及び対象期間の経過後に開始する3事業年度ごとの期間について、本制度に係
る報酬枠を改めて設定いたしたく存じます。なお、第4号議案が原案どおり承認可決されますと、取締役の
報酬等の額は年額300百万円以内（うち社外取締役分25百万円以内）となりますが、これとは別枠として設
定するものであります。
本議案は、取締役等の報酬と当社の業績及び株式価値との連動制を強化し、取締役等が企業価値・株式価
値の増大に対する貢献意識をより高めることを目的として、中長期インセンティブである本制度の報酬割合
を上げ、取締役等に付与される１事業年度当たりのポイント数の上限を33,400ポイント（うち取締役分
12,200ポイント）から60,800ポイント（うち取締役分21,800ポイント）に引き上げ、対象期間（2023年
3月末日で終了する事業年度から2025年3月末日で終了する事業年度までの3事業年度）及び対象期間の経
過後に開始する3事業年度ごとの期間のポイント数の上限を182,400ポイント（うち取締役分65,400ポイ
ント）とし、本制度に基づく信託によって取得する当社株式の上限を182,400株とすることについてご承認
をお願いするものであります。
本議案の内容は、取締役等が企業価値・株主価値増大に貢献する意識を高め、企業業績のさらなる向上に
つながるものとして必要かつ合理的であり、相当であると考えております。
本議案の内容については、委員長を監査等委員である社外取締役が務め、委員の過半数を監査等委員であ
る社外取締役が占める指名報酬委員会で審議のうえ、その答申を踏まえて取締役会で決定しております。第
３号議案が原案どおり承認可決されますと、本制度の対象となる取締役は７名となります。

⑵ 本制度に係る報酬等の額及び参考情報
①本制度の概要
本制度は、当社が拠出する金銭を原資として当社株式が信託（以下、本制度に基づき設定される信託
を「本信託」といいます。）を通じて取得され、取締役等に対して、当社が定める役員株式給付規程に
従って、当社株式及び当社株式を時価で換算した金額相当の金銭（以下、「当社株式等」といいます。）
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が本信託を通じて給付される業績連動型株式報酬制度であります。なお、取締役等が当社株式等の給付
を受ける時期は、原則として取締役等の退任時といたします。
②本制度の対象者
取締役（監査等委員である取締役、及びそれ以外の取締役のうち社外取締役であるものは、本制度の

対象外とします。）及び取締役を兼務しない執行役員。
③信託期間
2019年8月（導入時）から本信託が終了するまで（なお、本信託の信託期間について、特定の終了
期日は定めず、本制度が継続する限り本信託は継続します。本制度は、当社株式の上場廃止、役員株式
給付規程の廃止等により終了します。）。
④信託金額（報酬等の額）
本議案をご承認いただくことを条件として、当社は、対象期間（2023年3月末日で終了する事業年

度から2025年3月末日で終了する事業年度までの3事業年度）及び対象期間の経過後に開始する3事業
年度ごとに、当社株式を取得する金銭を本信託に拠出いたします。当社は、本制度が終了するまでの
間、原則として3事業年度ごとに、当社株式を取得する金銭を本信託に拠出いたします。ご参考として、
2022年5月12日の終値2,790円を適用した場合、上記の必要資金は約509百万円（うち取締役分約
183百万円）となります。なお、当社が実際に本信託に拠出する金銭は、上記の株式取得資金のほか、
信託報酬等の必要費用の見込額を合わせた金額となります。
当社が追加拠出を決定したときは、適時適切に開示いたします。

⑤当社株式の取得方法及び取得株式数
本信託による当社株式の取得は、上記④により拠出された資金を原資として取引所市場を通じて又は
当社の自己株式処分を引き受ける方法によりこれを実施することといたします。対象期間（2023年3
月末日で終了する事業年度から2025年3月末日で終了する事業年度までの3事業年度）の当社株式の取
得は182,400株を上限とし、本制度が終了するまでの間、原則として対象期間経過後に開始する3事業
年度ごとに、182,400株（うち取締役分65,400株）を上限として当社株式を追加取得いたします。た
だし、係る追加取得を行う場合において、信託財産内に残存する当社株式（直前までの各対象期間に関
して取締役等に付与されたポイント数に相当する株式で、取締役等に対する給付が未了であるものを除
きます。）及び金銭（以下、「残存株式等」といいます。）があるときは、残存株式等と追加取得する株
式の合計株数は182,400株（うち取締役分65,400株）を上限といたします。
本信託による当社株式の取得につき、その詳細は、適時適切に開示いたします。

⑥取締役等に給付される当社株式等の数の算定方法
取締役等には、各事業年度に関して、役員株式給付規程に基づき役位、業績達成度等を勘案して定ま
る数のポイントが付与されます。

（算式） 役位別基準ポイント×業績連動係数(※１)
(※１)業績連動係数は、標準を100％として、役員株式給付規程で定められた評価項目（受

注高、連結営業利益、連結純利益、株価（TOPIX対比）)の目標達成率に基づき、予め
定められた算式により0％から150％の範囲で決定いたします。



― 21 ―

取締役等に付与される１事業年度当たりのポイントの合計は取締役分として21,800ポイント、取締
役を兼務しない執行役員分として39,000ポイントを上限といたしますので、付与される3事業年度当た
りのポイントの合計は182,400ポイントが上限となります。これは、現行の取締役等の報酬の支給水
準、取締役等の員数の動向と今後の見込み等を総合的に考慮して取締役会で決定したものであり、相当
であるものと判断しております。
なお、取締役等に付与されるポイントは、下記⑦の当社株式等の給付に際し、１ポイント当たり当社
普通株式１株に換算されます（ただし、本議案をご承認いただいた後において、当社株式について、株
式分割、株式無償割当て又は株式併合等が行われた場合には、その比率等に応じて、ポイント数の上限
及び付与済みのポイント数又は換算比率について合理的な調整を行います。）。
下記⑦の当社株式等の給付に当たり基準となる取締役等のポイント数は、原則として、退任時までに

当該取締役等に付与されたポイント数の累計といたします（以下、このようにして算出されたポイント
を、「確定ポイント数」といいます。）。
⑦当社株式等の給付
取締役等が退任し、役員株式給付規程に定める受益者要件を満たした場合、当該取締役等は、所定の

受益者確定手続を行うことにより、原則として上記⑥に記載のところに従って定められる「確定ポイン
ト数」に応じた数の当社株式について、退任後に本信託から給付を受けます。ただし、役員株式給付規
程に定める要件を満たす場合は、一定割合について、当社株式の給付に代えて、当社株式の時価相当の
金銭給付を受けます。なお、金銭給付を行うために、本信託により当社株式を売却する場合がありま
す。
⑧議決権行使
本信託勘定内の当社株式に係る議決権は、信託管理人の指図に基づき、一律に行使しないことといた
します。かかる方法によることで、本信託勘定内の当社株式に係る議決権の行使について、当社経営へ
の中立性を確保することを企図しております。
⑨配当の取扱い
本信託勘定内の当社株式に係る配当は、本信託が受領し、当社株式の取得代金や本信託に係る受託者
の信託報酬等に充てられます。なお、本信託が終了する場合において、本信託内に残存する配当金等
は、役員株式給付規程の定めに従って、その時点で在任する取締役等に対して、各々が保有するポイン
ト数に応じて、按分して給付されることになります。
⑩信託終了時の取扱い
本信託は、当社株式の上場廃止、役員株式給付規程の廃止等の事由が発生した場合に終了いたしま
す。
本信託終了時における本信託の残余財産のうち、当社株式（上記⑦の記載に従って取締役等に給付さ

れる株式を除く。）については、すべて当社が無償で取得したうえで、取締役会決議により消却するこ
とを予定しております。本信託終了時における本信託の残余財産のうち、金銭については、上記⑨によ
り取締役等に給付される配当金等を除いた残額が当社に給付されます。
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【受益者】

取締役等を退任したもののうち
受益者要件を満たすもの⑥当社株式等の給付

②金銭の信託

③株式取得

取締役等

①役員株式給付規程の制定

④ポイントの付与【委託者】

当社

【受託者】

みずほ信託銀行
（再信託：日本カストディ銀行）

当社株式

信託管理人
議決権不行使
の指図

受
給
権
取
得

⑤
議
決
権
不
行
使

＜ご参考：本制度の仕組み＞

① 当社は、本議案につき承認を受けた枠組みの範囲内において、「役員株式給付規程」を制定いたします。
② 当社は、本議案につき承認を受けた範囲内で金銭を信託いたします。
③ 本信託は、②で信託された金銭を原資として当社株式を、取引所市場を通じて又は当社の自己株式処分を
引き受ける方法により取得いたします。

④ 当社は、「役員株式給付規程」に基づき取締役等にポイントを付与いたします。
⑤ 本信託は、当社から独立した信託管理人の指図に従い、本信託勘定内の当社株式に係る議決権を行使しな
いことといたします。

⑥ 本信託は、取締役等を退任したもののうち「役員株式給付規程」に定める受益者要件を満たしたもの（以
下、「受益者」といいます。）に対して、当該受益者に付与されたポイント数に応じた当社株式を給付いた
します。ただし、取締役等が「役員株式給付規程」に定める要件を満たす場合には、ポイントの一定割合
について、当社株式の時価相当の金銭を給付いたします。

以 上
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［添付書類］

事業報告
( 2021年4月 1日から2022年3月31日まで )

Ⅰ 企業集団の現況に関する事項
１ 事業の経過及び成果
当期の我が国経済は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染再拡大による経済活動の停滞が長期化
した影響などから、景気は厳しい状況にあり、日々刻刻変化するウクライナ情勢を受けて一層不透明感が増して
いる状況であります。
しかし、建設業界におきましては、民間建設投資が不透明な面があるものの、公共投資については堅調に推移
し、将来に向けても、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」に基づく防災・減災対策やインフ
ラ整備など、底堅い推移が期待できる状況にあります。
当社におきましては、国内工事は新型コロナウイルスによる大きな影響を受けることなく、施工は順調に進み
ました。一方で、海外におきましては、新型コロナウイルス感染症などの影響により一部工事で発注や着工が遅
れることがあったものの、すべての工事が稼働しております。
ただし、昨年から高騰を続けてきた資材価格については、燃料価格とともにウクライナ情勢を含め、引き続き

注視が必要な情勢となっております。
このような環境の下、当社グループは10年後のあるべき姿「社会を支え、人と世界をつなぎ、未来を創る」長
期ビジョン〈TOA2030〉を掲げ、長期ビジョンの実現に向けて、2020～2022年度を事業構造の変革に注力す
るための期間と位置づけた「中期経営計画（2020～2022年度）」を着実に推進し、当社の経営理念である「高
い技術」と「誠実な施工」により、お客様に納得していただける高い品質のものをお届けすること、生産性・安
全性の一層の向上のため、無人化施工等の先端技術を導入すべく積極的な投資を行うこと、また、社員のコンプ
ライアンス意識向上に常に取り組み、誠実な企業風土を醸成していくことで、ステークホルダーの皆様と社会の
期待に応えられる持続的成長企業となることを目指してまいりました。
当期の当社グループの連結業績につきましては、売上高は219,814百万円（前連結会計年度比15.9％増）と

なりました。営業利益は9,874百万円（前連結会計年度比13.3％増）、経常利益は10,138百万円（前連結会計年
度比9.6％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は7,385百万円（前連結会計年度比7.7％増）となりました。

次に、当連結会計年度における当社グループの主要な業績をセグメント別にご報告いたします。
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【国内土木事業】
海上土木分野を中心に、港湾・鉄道・道路などのインフラ・社会資本の整備に継続的に取り組んでおりま

す。豊富な繰越工事が期首から順調に進捗し、当連結会計年度の売上高は110,106百万円（前連結会計年度比
15.4％増）となりました。セグメント利益（営業利益）は、売上高の増加に伴い、8,419百万円（前連結会計
年度比18.6％増）となりました。
【国内建築事業】

特命案件・企画提案案件・設計施工案件の受注拡大に取り組んでおります。物流や住宅分野等の大型案件で
売上高を伸ばしたものの、当連結会計年度の売上高は56,252百万円（前連結会計年度比1.4％減）となりまし
た。セグメント利益（営業利益）は2,727百万円（前連結会計年度比24.0％減）となりました。
【海外事業】

東南アジアを中心に中東・アフリカなどにおいて、海上土木工事などに取り組んでおります。前連結会計年
度におきましては一部の国で新型コロナウイルスに起因する工事中断の影響があったものの、当連結会計年度
におきましてはすべての国で工事が稼働しており、当連結会計年度の売上高は43,450百万円（前連結会計年
度比62.1％増）となりました。売上高の増加等により、セグメント利益（営業利益）は713百万円（前連結会
計年度はセグメント損失495百万円）となりました。
【その他】

当連結会計年度の売上高は10,004百万円（前連結会計年度比4.6％減）、セグメント利益（営業利益）は
1,555百万円（前連結会計年度比21.8％減）となりました。

当期中に受注いたしました主な工事は、以下のとおりであります。
発注者名 工事名

国土交通省関東地方整備局 令和３年度 横浜港新本牧地区護岸（防波）南側築造工事
国土交通省九州地方整備局 令和３年度宮崎空港エプロン（７ＳＰ）耐震対策外４件工事
栃木新斎場整備運営（株） 栃木市新斎場整備運営事業 建設工事
（株）信和不動産 （仮称）ヴェルディ芳泉Ⅱ壱番館・弐番館新築工事

当期中に完成いたしました主な工事は、以下のとおりであります。
発注者名 工事名

国土交通省近畿地方整備局 淀川左岸線（2期）1工区堤防整備他工事
岩手県陸前高田市 脇之沢漁港海岸災害復旧（防潮堤）工事
枚方ロジスティクス特定目的会社 （仮称）ＣＰＤ枚方新築工事
NRSライザロジスティクスベトナムJSC 日陸ベトナム危険物倉庫建設工事
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当期における当社のセグメント別の受注高、売上高、繰越高は、次のとおりであります。
（単位：百万円）

区 分 前期繰越高 当期受注高 当期売上高 次期繰越高
国内土木事業 125,314 109,824 110,106 125,033
国内建築事業 59,674 57,159 56,359 60,474
海外事業 133,841 24,570 43,450 114,960

計 318,830 191,554 209,916 300,468
そ の 他 ― ― 804 ―
合 計 318,830 191,554 210,721 300,468

２ 資金調達の状況
当期の社債及び新株発行による資金調達はございません。

３ 設備投資の状況
当期に実施いたしました設備投資の総額は23億円余であります。このうち主なものは工事用の船舶の建造によ

るものであります。

４ 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
該当事項はございません。

５ 他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はございません。

６ 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
該当事項はございません。

７ 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
該当事項はございません。
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８ 当社グループの財産及び損益の状況
（単位：百万円）

区 分 第129期
2018年度

第130期
2019年度

第131期
2020年度

第132期（当期）
2021年度

売 上 高 173,692 190,278 189,712 219,814
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 3,072 5,007 6,859 7,385

1株当たり当期純利益 147円00銭 244円65銭 350円63銭 382円81銭
総 資 産 202,514 202,657 204,200 212,916
純 資 産 68,845 69,166 76,175 86,725
1 株 当 た り 純 資 産 額 3,263円98銭 3,492円34銭 3,946円12銭 3,939円69銭
（注）１．当社は、第130期より株式給付信託（BBT）を導入し、当該信託口が保有する当社株式を、1株当たり当期純利益の算定

上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。
２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第132期の期首から適用しております。

当社の財産及び損益の状況
（単位：百万円）

区 分 第129期
2018年度

第130期
2019年度

第131期
2020年度

第132期（当期）
2021年度

受 注 高 215,450 207,646 248,746 191,554
売 上 高 167,291 181,853 180,725 210,721
当 期 純 利 益 2,476 4,452 6,102 6,537
1株当たり当期純利益 116円55銭 213円86銭 307円79銭 338円87銭
総 資 産 191,072 188,903 192,150 202,981
純 資 産 60,956 61,924 66,036 75,252
1 株 当 た り 純 資 産 額 2,868円38銭 3,103円22銭 3,453円94銭 3,446円20銭
（注）１．当社は、第130期より株式給付信託（BBT）を導入し、当該信託口が保有する当社株式を、1株当たり当期純利益の算定

上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。
２．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日）等を第132期の期首から適用しております。



― 27 ―

９ 対処すべき課題
国内建設市場におきましては、「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」などにより、政府建設

投資が前年度とほぼ同水準となる見込みである一方、新型コロナウイルス感染症やウクライナ情勢の影響等によ
り不透明な部分はあるものの、民間建設投資は増加が見込まれております。競合他社との受注競争の激化や、資
材価格の高騰などによる経済への影響に注視が必要な状況が続いております。
こうした環境の下、当社グループは、長期ビジョン〈TOA2030〉の実現に向け、2020～2022年度を事業構

造の変革に注力するための期間と位置づけた「中期経営計画（2020～2022年度）」最終年度にあたり、各事業
部門において下記重点施策を掲げ、事業目標の達成を目指してまいります。
この「中期経営計画」を着実に推進していくことで、持続可能な社会の実現に向けたESG経営を推進し、

SDGsの達成に貢献し、ステークホルダーの皆様と社会の期待に応えられる継続的な変化と成長を続け、高い技
術と人財という礎によって社会を支え、人々と世界をつなぐ社会基盤の整備に貢献し、未来を創造する企業を目
指してまいります。
なお、市場環境の急速な変化に対応し、持続的な成長を実現させるため、企業価値向上に資するESG経営を一

層推進すべく、2022年4月に従来の経営企画部の上位組織として経営企画本部を新設いたしました。
気候変動問題の解決に貢献し、脱炭素に向けた取り組みを推進すべく経営企画本部内にカーボンニュートラル

推進部を新設いたしました。2030年までにCO2排出量を25%削減（2020年度比）すべく、具体的な取り組み
を検討・実施してまいります。
また、デジタル化を強力に推進するためにDX推進部を新設いたしました。デジタル技術の活用により企業文

化や企業風土の変革を推進し、業務の効率化や魅力あるワークスタイルの構築に取り組んでまいります。
さらに、安全環境本部に品質管理部を加え一体化し、安全環境品質本部を発足し、安全・環境・品質事故の防

止を図り、現場支援体制を強化することといたしました。

◆長期ビジョン〈TOA2030〉
社会を支え、人と世界をつなぎ、未来を創る

◆中期経営計画（2020～2022年度）
基本方針 長期ビジョンの実現に向けた、事業構造の変革
事業戦略 既存事業の高度化・事業領域拡大の加速・経営基盤の強化

●各事業部門の重点施策（抜粋）
（経営企画本部）
・事業計画とESG行動計画の統合管理を進め、企業価値の向上を実現
・デジタル技術の活用による現場管理システムの導入検討と実施
・脱炭素への取り組みに対する意識浸透とCO2排出量の低減に向けた取り組みの推進
・再発防止策の徹底による信頼回復の取り組みの継続
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（国内土木事業）
・港湾空港工事の新規受注シェアNo.1の達成
・陸上土木分野の強化対象工事の絞り込みによる受注強化
・効率的要員配置の推進による生産性向上
・働き方改革推進、人材育成、技術の継承

（国内建築事業）
・得意分野である冷蔵倉庫の基盤強化、差別化の推進
・官庁工事、医療分野などの受注強化による事業領域の多様化推進
・BIM、ICT活用による企画・設計・施工の各段階における品質、生産性向上
・ZEB又はCASBEEなどへの取り組みを通じた環境負荷低減
・働き方改革推進、世代別育成、人材の獲得

（海外事業）
・港湾土木分野での営業強化
・進出分野の拡大のための中長期を見据えた営業体制の構築
・リモートの活用などを通じた適切な現場モニタリング
・外国人職員の育成、中途採用など将来を見据えた組織体制構築

（管理部門）
・社員のコンプライアンス意識向上
・株主・投資家との対話の充実
・継続的な取締役会の実効性の向上
・内部統制、ガバナンスの強化及びBCMの充実等による経営リスクの未然防止
・財務体質の健全性の維持・強化
・政策保有株式の縮減（2021年度において、保有上場株式については７銘柄を売却）

以上の施策を当社グループの役職員全員が共有し、着実に実行することで、経営課題の解決に取り組んでまい
りますので、株主の皆様におかれましては、一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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【2020～2021年度の事業目標と実績】
2020年度（目標） 2020年度（実績）

連 結 単 体 連 結 単 体
受 注 高 ― 2,000億円 ― 2,487億円
売 上 高 1,910億円 1,840億円 1,897億円 1,807億円
営 業 利 益 68億円 60億円 87億円 72億円
経 常 利 益 69億円 61億円 92億円 78億円
当 期 純 利 益 45億円 40億円 68億円 61億円

2021年度（目標） 2021年度（実績）
連 結 単 体 連 結 単 体

受 注 高 ― 1,910億円 ― 1,915億円
売 上 高 2,230億円 2,150億円 2,198億円 2,107億円
営 業 利 益 90億円 84億円 98億円 86億円
経 常 利 益 87億円 81億円 101億円 89億円
当 期 純 利 益 60億円 56億円 73億円 65億円
※連結の当期純利益につきましては、親会社株主に帰属する当期純利益を掲載しております。

【2022年度の事業目標】
2022年度（目標）

連 結 単 体
売 上 高 2,200億円 2,110億円

業 績 目 標 営 業 利 益 96億円 88億円
当 期 純 利 益 66億円 61億円

※連結の当期純利益につきましては、親会社株主に帰属する当期純利益を掲載しております。
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０ 主要な事業内容（2022年3月31日現在）
当社は、建設業法により特定建設業者として国土交通大臣許可(特－29)第2429号を受け、土木、建築並びに

これらに関連する事業を行っております。
また、宅地建物取引業法により宅地建物取引業者として国土交通大臣免許(15)第475号を受け、不動産の売

買、賃貸及びこれらに関連する事業を行っております。

１ 主要な営業所（2022年3月31日現在）
本 店 東京都新宿区西新宿三丁目7番1号
支 店 北海道支店（札幌市） 東北支店（仙台市）

東京支店（東京都中央区） 横浜支店（横浜市）
千葉支店（千葉市） 北陸支店（新潟市）
名古屋支店（名古屋市） 大阪支店（大阪市）
中国支店（広島市） 四国支店（高松市）
九州支店（福岡市） 東日本建築支店（東京都新宿区）
西日本建築支店（大阪市） 国際事業本部（東京都新宿区）

研 究 所 技術研究開発センター（横浜市）
海 外 事 業 所 シンガポール事務所（シンガポール） ドバイ事務所（ドバイ）

インドネシア事務所（ジャカルタ） クウェート事務所（クウェート）
ベトナム事務所（ハノイ／ホーチミン） バングラデシュ事務所（ダッカ）
フィリピン事務所（マニラ）

２ 従業員の状況（2022年3月31日現在）
当社グループの従業員の状況

従業員数 前期末比増減
1,848名 38名増

（注）従業員数は、出向者25名及び臨時使用人143名を除いております。

当社の従業員の状況
従業員数 前期末比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数

1,555名 30名増 45.3歳 19.7年
（注）従業員数は、出向者63名及び臨時使用人97名を除いております。
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３ 当社グループの主要な借入先及び借入額（2022年3月31日現在）
借 入 先 借 入 金 残 高

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 8,581 百万円

株 式 会 社 横 浜 銀 行 6,710
株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 3,717
み ず ほ 信 託 銀 行 株 式 会 社 3,466

４ 重要な子会社の状況（2022年3月31日現在）
会 社 名
（本店所在地） 資本金 当社の

議決権比率 主 要 な 事 業 内 容

株式会社東亜エージェンシー
（東京都千代田区） 20

百万円
100

％ 建設用資機材の販売・賃貸、
保険代理業

東 亜 機 械 工 業 株 式 会 社
（下関市） 100 100 建設工事用機械等の製造販売・

修理・賃貸
東亜ビルテック株式会社
（東京都千代田区） 40 100 ビルの管理・警備、建物及び設備の

調査・設計・修繕、雑貨の販売
東 亜 鉄 工 株 式 会 社
（横浜市） 100 100 船舶及び建設工事用機械等の

製造販売・修理・賃貸
東 亜 海 運 産 業 株 式 会 社
（東京都千代田区） 20 100 一般海運業、船舶売買仲介

信 幸 建 設 株 式 会 社
（東京都千代田区） 50 100 建設業

東亜リアルエステート株式会社
（横浜市） 16 100 不動産の売買、仲介、管理

及び賃貸借
PFI 斎 場 運 営 株 式 会 社
（札幌市） 350 46 火葬場の建設・維持管理・運営

盛岡第2合同庁舎整備運営
株式会社（東京都新宿区） 95 78 施設の建設・維持管理・運営

PFI 一 宮 斎 場 株 式 会 社
（一宮市） 30 67 火葬場の建設・維持管理・運営



知
通
ご
集
招

類
書
考
参
会
総
主
株

書
告
報
査
監

類
書
算
計

類
書
算
計
結
連

告
報
業
事

― 32 ―

Ⅱ 会社の株式に関する事項（2022年3月31日現在）
１ 株 式 数 発行可能株式総数 60,000,000株

発行済株式の総数 22,494,629株
（うち自己株式 567,871株）

２ 株 主 数 7,232名

３ 大 株 主
（上位10名）

株 主 名 持株数 持株比率
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,354 千株 10.74 ％

東亜建設工業鶴株会 1,110 5.07
太平洋セメント株式会社 1,068 4.87
株式会社シティインデックスイレブンス 978 4.46
野村 絢 872 3.98
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 819 3.74
明治安田生命保険相互会社 770 3.51
吉田 知広 587 2.68
東亜建設工業社員持株会 572 2.61
株式会社みずほ銀行 572 2.61
（注）持株比率は、自己株式567千株余を控除して計算しております。なお、自己株式には、株式給付信託（BBT)に係る信託口が保

有する当社株式90千株余を含めておりません。

４ 当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付した株式の状況
該当事項はございません。

５ その他株式に関する重要な事項
（自己株式取得の状況）
・当期において、以下の内容で自己株式を取得しております。
取締役会決議に基づき取得した自己株式
普通株式 523,000株
取得価額の総額 1,306,033,800円
取得を必要とした理由 株主還元の充実と資本効率の向上を図るため
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Ⅲ 会社の新株予約権等に関する事項
１ 当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状況
該当事項はございません。

２ 当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の状況
該当事項はございません。

３ その他新株予約権等に関する重要な事項 (2022年3月31日現在）
2019年11月27日取締役会決議に基づき発行した2024年満期円貨建転換社債型新株予約権付社債に付された

新株予約権の内容は、以下のとおりであります。

区 分 2024年満期円貨建転換社債型新株予約権付社債

新株予約権の数 1,400個

新株予約権の目的となる株式の種類及び数 当社普通株式
本社債の額面金額の総額（7,000百万円）を転換価額で除した数

新株予約権の行使時の払込金額 無償

転換価額 1,836円40銭

新株予約権を行使することができる期間 2019年12月27日（ルクセンブルク時間）以降2024年11月
29日のルクセンブルクにおける銀行営業終了時まで

新株予約権の行使の条件 各本新株予約権の一部行使はできない。

新株予約権付社債の残高 1,050百万円
（注）１．新株予約権の数は当事業年度において1,188個（5,940百万円）が行使され、当事業年度末現在の残高は210個であります。

２．新株予約権の行使に際し交付された株式はすべて自己株式であります（3,234,583株）。
３．2021年6月29日開催の第131回定時株主総会において期末配当を1株につき80円とする剰余金配当案が承認可決されたこ
とに伴い、2024年満期円貨建転換社債型新株予約権付社債の転換価額の調整事由に該当したことから、1,870円80銭から
1,836円40銭に転換価額の調整を行っております。
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Ⅳ 会社役員に関する事項（2022年3月31日現在）
１ 取締役の氏名等
会社における地位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況
代表取締役社長 秋 山 優 樹
代 表 取 締 役 池 田 正 人 安全環境本部長、洋上風力推進部・技術研究開発センター統括
代 表 取 締 役 黒 須 茂 敏 経営企画部・ESG推進部・内部監査室・再発防止部統括
取 締 役 福 島 義 信 国際事業本部長
取 締 役 馬 場 隆 之 土木事業本部長
取 締 役 廣 瀬 善 香 建築事業本部長
取 締 役 緒 方 健 一 管理本部長
取 締 役 国 谷 史 朗 弁護士法人大江橋法律事務所代表社員

株式会社ネクソン監査等委員である社外取締役
武田薬品工業株式会社社外取締役

取締役（監査等委員） 小 川 信 行
取締役（監査等委員） 岡 村 眞 彦
取締役（監査等委員） 渡 邉 光 誠 東京富士法律事務所パートナー

株式会社NaITO監査等委員である社外取締役
取締役（監査等委員） 半 田 未 知

（佐々野 未知）
コントロールソリューションズ株式会社代表取締役社長
株式会社オークネット監査等委員である社外取締役
長谷工レジデンシャルプライベート投資法人監督役員

（注）１．取締役のうち国谷史朗、岡村眞彦、渡邉光誠及び半田未知の4氏は、社外取締役であります。
２．当社は、監査等委員会の監査・監督機能を強化し、取締役（監査等委員を除く）からの情報収集及び重要な社内会議におけ
る情報共有並びに内部監査部門と監査等委員会との十分な連携を可能にするため、小川信行氏を常勤の監査等委員に選定し
ております。

３．当社は、取締役のうち国谷史朗、小川信行、岡村眞彦、渡邉光誠及び半田未知の5氏との間で会社法第427条第1項の規定に
基づき、同法第423条第1項の責任について、善意かつ重過失がないときは一定の限度を設ける契約を締結しており、当該
契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する最低責任限度額としております。

４．取締役国谷史朗、岡村眞彦、渡邉光誠及び半田未知の4氏につきましては、東京証券取引所、札幌証券取引所に対し、独立
役員として届け出ております。

５．取締役（監査等委員）のうち半田未知氏は、公認会計士及び税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の
知見を有するものであります。

６．2022年3月31日付で、取締役のうち緒方健一氏につきましては、辞任いたしました。
７．2022年4月1日付で、取締役のうち秋山優樹、池田正人、黒須茂敏、福島義信、廣瀬善香及び馬場隆之の6氏につきまして
は、次のとおり会社における地位及び担当の異動がありました。

氏 名 新 旧
秋山優樹 代表取締役会長 代表取締役社長
池田正人 代表取締役

土木事業本部・洋上風力推進部統括
代表取締役
安全環境本部長、洋上風力推進部・技術研究開発センター統括

黒須茂敏 代表取締役
経営企画本部・管理本部・内部監査室・秘書室統括

代表取締役
経営企画部・ESG推進部・内部監査室・再発防止部統括

福島義信 取締役
国際事業本部統括

取締役
国際事業本部長

廣瀬善香 取締役
建築事業本部長、技術研究開発センター統括

取締役
建築事業本部長

馬場隆之 取締役
安全環境品質本部長

取締役
土木事業本部長
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２ 役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は、当社及び子会社のすべての取締役、執行役員及び監査役を被保険者として、会社法第430条の3第1項

に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しており、その保険料は当社が全額負担しておりま
す。
当該保険契約の内容は、被保険者が株主や第三者から損害賠償請求を提起された場合において、被保険者が負

担することとなる損害賠償金及び争訟費用を補填するものであります。
なお、被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするための措置として、被保険者における故意又

は犯罪行為等に起因して発生した損害賠償は、保険金支払の対象外としております。

３ 取締役の報酬等
① 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項
（概要）
当社は、個人別の取締役の報酬等の決定に関する基本方針を、委員長を独立社外取締役とし、過半数を独
立社外取締役で構成する指名報酬委員会における審議を経て、取締役会において決定しており、その概要は
次のとおりであります（なお、当社は、2022年5月13日開催の取締役会において、後記⑤のとおり取締役
の報酬等の決定の基本方針の一部を改定しております。）。
当社の取締役の報酬は、役位ごとに定めた定額報酬と毎年度の個々の業績評価に応じて決定する変動報酬
からなる月額報酬（金銭報酬）及び業績に応じて付与ポイントが変動する株式報酬（非金銭報酬）で構成さ
れております（本項末尾の「取締役報酬の構成」の表をご参照ください。）。ただし、監査等委員である取締
役及び社外取締役の報酬は、独立性の確保から業績反映による報酬区分は設けず、定額の金銭報酬としてお
ります。
（月額報酬）
月額報酬（定額報酬及び変動報酬）は、当社の業績や企業規模、世間水準及び従業員給与とのバランス等
を考慮して決定しており、このうち変動報酬については、毎年度の個々の業績評価結果により、翌事業年度
における役位毎の基準月額について、＋10％、+5％、±0％、-5％、-10％の5段階の加減算を行い決定し
ます。
個々の業績評価は、受注・利益の達成状況や財務指標などの定量的項目と業務の執行状況やコンプライア
ンスの状況などの定性的項目の中から各取締役の管掌・統括・担当及び業務分掌に応じて評価項目を定め、
評価対象期間（毎年4月1日より翌年3月31日まで）の業績について、翌期の5月末に社長が評価を行ったう
えで、指名報酬委員会へ諮問します。
（株式報酬）
株式報酬は、取締役の報酬と業績及び株式価値との連動性をより明確にし、取締役が株価上昇によるメリ
ットのみならず、株価下落リスクまでも株主の皆様と共有することで、中長期的な業績の向上と企業価値の
増大に貢献する意識を高めることを目的として導入いたしました。
取締役には、各事業年度に関して、役員株式給付規程に基づき、役位、業績達成度を勘案して定まるポイ
ントを付与し、原則として、役員退任時に、1ポイント当たり当社普通株式1株に換算し、株式等を給付する
仕組みとしております。
役位別の基準ポイント（会長・社長2,000ポイント、副社長1,400ポイント、専務1,200ポイント、常務
900ポイント、執行役員600ポイント）に業績連動係数を乗算して、評価対象期間における付与ポイントを
決定しますが、取締役への1事業年度当たりの付与総数の上限を12,200ポイントとし、取締役を兼務しない
執行役員への付与総数の上限21,200ポイントと合せて、2019年度～2021年度の３事業年度合計で上限を
100,200ポイントと定めております。
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（取締役報酬の構成）
金 銭 報 酬
90～94％

非金銭報酬
10～6％

定額報酬
約30％
役位毎に定める

変動報酬（業績連動報酬）
約70％
個々の業績評価に応じて役位毎の基準額を５段階の加減算によ
り定める

業績連動型
株式報酬

※業績連動型株式報酬の割合は、役位により変わりますが、業績目標を目標通りに達成した標準的な場合の割合が10～6％とな
ります。
※定額報酬と変動報酬の割合は、役位、担当及び業務分掌により多少変動します。

（決定手続）
取締役の報酬の決定にあたっては、上記の基本方針に沿って公平性、透明性、客観性を重視し、合理的な
制度運用が担保されるよう、指名報酬委員会において審議のうえ、その答申に基づき、取締役会において個
人別の報酬を決定しております。また、変動報酬の評価項目に係る目標値の設定についても、新事業年度毎
に指名報酬委員会へ諮問し、その答申を受け、取締役会において決定しております。当事業年度に係る取締
役（監査等委員であるものを除く）の個人別の報酬等の内容は、上記の手続に従って決定したものであり、
また、取締役会としてもその内容が上記の方針に整合していることを確認しており、上記の方針に沿ってい
るものと判断しております。
ただし、監査等委員である取締役の報酬は、監査等委員の協議において決定しております。

② 取締役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
取締役の報酬等の額につきましては、2019年6月27日開催の定時株主総会において、監査等委員である
ものを除く取締役の報酬等の額を月額25百万円以内（当該定時株主総会終結時点の当該取締役の員数は7
名）、監査等委員である取締役の報酬等の額を月額8百万円以内（当該定時株主総会終結時点の当該取締役の
員数は4名）と決議されております。
また、上記金銭報酬とは別枠で、2019年6月27日開催の定時株主総会において、取締役（監査等委員で
ある取締役、及びそれ以外の取締役のうち社外取締役であるものを除く。当該定時株主総会終結時点の当該
取締役の員数は7名）及び取締役を兼務しない執行役員を対象に業績連動型株式報酬（株式給付信託）を導
入し、2019年度～2021年度の3事業年度分合計で、218百万円（うち取締役として80百万円）を上限とし
た資金を本信託に拠出のうえ、取得させる予定の株式総数の上限を100,200株（うち取締役分36,600株）
とすることについて決議されております。
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③ 取締役の報酬等の総額等
当事業年度の報酬等の総額は次の図で示したとおりです。

役員区分
報酬等の
総額
(百万円)

報酬等の種類別の総額(百万円)
対象となる
役員の員数
(人)

金銭報酬 非金銭報酬

定額報酬 変動報酬
短期インセ
ンティブ
報酬

業績連動型
株式報酬

取締役(監査等委員を除く)
(うち社外取締役)

216
(4)

67
(4)

118
(―)

17
(―)

12
(―)

8
(1)

取締役（監査等委員）
(うち社外取締役)

41
(24)

41
(24)

―
(―)

―
(―)

―
(―)

4
(3)

※業績連動型株式報酬は、当事業年度中の役員株式給付引当金繰入額であります。
※短期インセンティブ報酬は、当事業年度中の役員賞与引当金繰入額であります。

④ 業績連動型株式報酬（非金銭報酬）に関する事項
取締役の報酬と業績及び株式価値との連動性をより明確にし、取締役が株価上昇によるメリットのみなら

ず、株価下落リスクまでも株主の皆様と共有することで、中長期的な業績の向上と企業価値の増大に貢献す
る意識を高めることを目的としており、業績との連動性の高い評価項目（受注高、連結営業利益、連結純利
益、株価（TOPIX対比）」）を業績指標として選定しています。業績連動係数は、標準を100％として、上記
評価項目の目標達成率に基づき、予め定めた算式により0％～150％の範囲で決定します。
当事業年度における評価項目の主な指標の目標は、個別受注高191,000百万円、連結営業利益9,000百万
円、連結純利益6,000百万円であり、実績は、個別受注高191,554百万円、連結営業利益9,874百万円、連
結純利益,7,385万円となりました。また、当事業年度における当社株価の毎月末日終値平均は前年度比で
1.33倍、TOPIX終値対比で1.15倍となりました。
その結果、当事業年度について、取締役に付与されるポイント総数は9,869ポイント（当社普通株式

9,869株相当）となる予定です。
⑤ 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針の改定
当社は、取締役の報酬と業績との連動制をより高めるべく、2022年5月13日開催の取締役会において、

第４号議案「取締役（監査等委員であるものを除く）の報酬等の額改定の件」および第６号議案「取締役
（監査等委員である取締役、及びそれ以外の取締役のうち社外取締役であるものを除く）に対する業績連動
型株式報酬等の改定の件」のご決議をいただくことを条件として、取締役の個人別の報酬等の決定の基本方
針の一部を次のとおり改めることを決議しました。
ア 取締役（監査等委員である取締役、及びそれ以外の取締役のうち社外取締役であるものを除く）に対
し、株主総会でご決議いただいた報酬額（年額300百万円以内）の範囲内で、従来の毎月支給される金銭
報酬に加えて、年1回、定時株主総会後に前年度役位及び会社業績に基づき短期インセンティブ報酬を支
給することができることとします。業績評価項目として「受注高」、「連結営業利益」、「連結純利益」、「株
価(TOPIX対比)」を選択し、事業年度ごとに目標値を設定し、目標達成度に基づいて予め定めた算式によ
り0％～150％の範囲で支給額を決定します。
イ 取締役等に付与される１事業年度当たりのポイント数の上限を60,800ポイント（うち取締役分21,800
ポイント）に引き上げます。
※役位別の基準ポイントは、会長・社長3,500ポイント、副社長1,800ポイント、
専務1,600ポイント、常務1,200ポイント、執行役員900ポイントとなります。
※ご参考として、1ポイント当たり当社普通株式1株に換算し、2022年5月12日の終値2,790円を適用し
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た場合、株式取得に係る必要資金は2022年度～2024年度の３事業年度分合計で約509百万円（うち取
締役分約183百万円）となります。

（改定後の取締役報酬の構成）

金 銭 報 酬 非金銭報酬

月額報酬 約80％ 業績連動報酬 約20％

定額報酬 約30％
役位毎に定める

変動報酬 約50％
毎年度の個々の業績評価に応じて役位
毎の基準月額に５段階の加減算を行う

短期インセンティブ
報酬 約6％

業績連動型株式
報酬 約14％

※金銭報酬、非金銭報酬の割合は役位、担当及び業務分掌により多少変動します。
※業績連動型株式報酬の報酬総額に占める割合は凡そ17～9％の範囲で、高い成果、責任が求められる役位上位者ほど高い比率
となり、代表取締役社長の場合は約17％となります。
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４ 社外役員に関する事項
① 重要な兼職先と当社との関係

取締役国谷史朗氏は、弁護士法人大江橋法律事務所の代表社員でありますが、同法律事務所と当社との間
には特別の関係はありません。
また、同氏は、株式会社ネクソン監査等委員である社外取締役でありますが、同社と当社との間には特別

の関係はありません。
また、同氏は、武田薬品工業株式会社社外取締役でありますが、同社と当社との間には特別の関係はあり

ません。
取締役（監査等委員）渡邉光誠氏は、東京富士法律事務所パートナーでありますが、同法律事務所と当社

との間には特別の関係はありません。
また、同氏は、株式会社NaITO監査等委員である社外取締役でありますが、同社と当社との間には特別の

関係はありません。
取締役（監査等委員）半田(佐々野)未知氏は、コントロールソリューションズ株式会社代表取締役社長で

ありますが、同社と当社との間には特別の関係はありません。
また、同氏は、株式会社オークネット監査等委員である社外取締役でありますが、同社と当社との間には

特別の関係はありません。
また、同氏は、長谷工レジデンシャルプライベート投資法人監督役員でありますが、同社と当社との間に

は特別の関係はありません。

② 主な活動状況
取締役国谷史朗氏は、前年の社外取締役就任以降開催の取締役会に13回中13回出席し、他社の役員並び

に経営者としての経験と十分な知見を基に必要な発言を行っております。
取締役（監査等委員）岡村眞彦氏は、事業年度中開催の取締役会に16回中16回出席し、また、事業年度

中開催の監査等委員会に16回中16回出席し、他社の役員並びに経営者としての経験と十分な知見を基に必
要な発言を行っております。
取締役（監査等委員）渡邉光誠氏は、事業年度中開催の取締役会に16回中16回出席し、また、事業年度

中開催の監査等委員会に16回中16回出席し、法曹としての経験と十分な知見を基に必要な発言を行ってお
ります。
取締役（監査等委員）半田未知氏は、事業年度中開催の取締役会に16回中16回出席し、また、事業年度

中開催の監査等委員会に16回中16回出席し、公認会計士、税理士並びに経営者としての経験と十分な知見
を基に必要な発言を行っております。
2016年４月に発生した地盤改良工事に関する諸問題に関して、当時在任中の社外取締役岡村眞彦氏（現

在、監査等委員である取締役）はこの事実を認識しておらず、事実判明後から今日に至るまで、取締役（監
査等委員）渡邉光誠氏並びに半田未知氏とともに事実関係及び原因究明の調査、再発防止策の策定、社内ル
ールの見直し、コンプライアンス強化の徹底を求める等、その職責を適切に果たしております。当社は、
2016年10月に再発防止策実行計画を策定し、2017年３月にその進捗状況を公表以降、2022年４月までに
再発防止策実行計画第7版を策定、公表し、継続的にその実施に取り組んでおり、３氏は、日頃から当社取
締役会等において、法令遵守の視点に立った助言を行い、注意喚起をしております。

③ 社外取締役が果たすことが期待される役割に関して行った職務の概要
取締役国谷史朗氏は、法曹としての企業法務や国際法務に関する豊富な経験と高い知見を有し、長年に亘

り他社の社外監査役及び社外取締役を務めております。当社の取締役会においては、社外取締役として、企
業経営に関するグローバル且つ高度な観点から積極的にご発言をいただくことで、経営における重要事項の
決定や業務執行に対する監督の役割を果たすとともに、当社の取締役会の実効性の向上にも寄与していただ
きました。
取締役（監査等委員）岡村眞彦氏は、大手商事会社の要職を歴任され、役員並びに経営者としての豊富な
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経験と十分な知見を有しております。このような観点から、当社の社外取締役として取締役会において積極
的にご発言をいただくことで、経営における重要事項の決定や業務執行の監督等の職務を適切に遂行いただ
き、当社の取締役会の実効性の向上に寄与していただきました。また、指名報酬委員会の委員長として委員
会に出席し、積極的に意見を述べていただきました。
取締役（監査等委員）渡邉光誠氏は、法曹としての豊富な経験と高い知見を有し、長年にわたり他社の社

外監査役及び監査等委員である社外取締役を務めております。このような観点から、当社の社外取締役とし
て取締役会において積極的にご発言をいただくことで、経営における重要事項の決定や業務執行の監督等の
職務を適切に遂行いただき、当社の取締役会の実効性の向上に寄与していただきました。また、指名報酬委
員会の委員として委員会に出席し、積極的に意見を述べていただきました。
取締役（監査等委員）半田未知氏は、公認会計士及び税理士としての豊富な経験と高い知見を有し、ま

た、内部統制、リスクマネジメント等のコンサルティング会社の経営者を務め、経営コンサルタントとして
内部統制構築支援に携われております。このような観点から、当社の社外取締役として取締役会において積
極的にご発言をいただくことで、経営における重要事項の決定や業務執行の監督等の職務を適切に遂行いた
だき、当社の取締役会の実効性の向上に寄与していただきました。また、指名報酬委員会の委員として委員
会に出席し、積極的に意見を述べていただきました。
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５ 執行役員の氏名等（2022年3月31日現在）
会社における地位 氏 名 担 当
執 行 役 員 社 長 秋 山 優 樹
執行役員副社長 池 田 正 人 安全環境本部長、洋上風力推進部・技術研究開発センター統括
執行役員副社長 黒 須 茂 敏 経営企画部・ＥＳＧ推進部・内部監査室・再発防止部統括
執 行 役 員 専 務 山 口 清 一 土木事業本部担当
執 行 役 員 専 務 福 島 義 信 国際事業本部長
執 行 役 員 専 務 鈴 木 清 剛 土木事業本部営業統括
執 行 役 員 専 務 小 池 徹 建築事業本部担当
執 行 役 員 常 務 馬 場 隆 之 土木事業本部長
執 行 役 員 常 務 廣 瀬 善 香 建築事業本部長
執 行 役 員 常 務 白 川 裕 康 東日本建築支店長
執 行 役 員 常 務 本 多 將 人 東京支店長
執 行 役 員 常 務 高 瀬 和 彦 洋上風力推進部長
執 行 役 員 常 務 馬 越 成 之 横浜支店長
執 行 役 員 常 務 高 橋 功 土木事業本部工事統括（働き方改革推進責任者）
執 行 役 員 常 務 井 山 聡 土木事業本部担当
執 行 役 員 常 務 丸 山 隆 英 土木事業本部担当
執 行 役 員 植 松 正 毅 国際事業本部副本部長
執 行 役 員 青 野 利 夫 技術研究開発センター長
執 行 役 員 後 藤 良 平 東北支店長
執 行 役 員 緒 方 健 一 管理本部長
執 行 役 員 山 下 新 一 九州支店長
執 行 役 員 金 子 功 名古屋支店長
執 行 役 員 金 田 聡 土木事業本部第一営業部長
執 行 役 員 竹 市 卓 矢 土木事業本部第二営業部長
執 行 役 員 川 森 聡 土木事業本部技術部長
執 行 役 員 木 村 克 尚 国際事業本部副本部長
執 行 役 員 中 道 正 人 技術研究開発センター担当
執 行 役 員 麥 田 和 義 西日本建築支店長
執 行 役 員 本 田 勝 志 建築事業本部副本部長（働き方改革推進責任者）
執 行 役 員 木 下 正 暢 千葉支店長
執 行 役 員 早 川 毅 大阪支店長
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（注）2022年4月1日付けで、執行役員の会社における地位及び担当の異動があり、次の体制となりました。
会社における地位 氏 名 担 当
執 行 役 員 社 長 早 川 毅
執行役員副社長 池 田 正 人 土木事業本部・洋上風力推進部統括
執行役員副社長 黒 須 茂 敏 経営企画本部・管理本部・内部監査室・秘書室統括
執 行 役 員 専 務 鈴 木 清 剛 土木事業本部営業統括
執 行 役 員 専 務 小 池 徹 建築事業本部担当
執 行 役 員 専 務 廣 瀬 善 香 建築事業本部長、技術研究開発センター統括
執 行 役 員 専 務 本 多 將 人 経営企画本部長 兼 経営企画部長
執 行 役 員 専 務 高 橋 功 土木事業本部長 兼 工事統括
執 行 役 員 常 務 馬 場 隆 之 安全環境品質本部長
執 行 役 員 常 務 白 川 裕 康 東日本建築支店長
執 行 役 員 常 務 高 瀬 和 彦 洋上風力推進部長
執 行 役 員 常 務 馬 越 成 之 横浜支店長
執 行 役 員 常 務 井 山 聡 土木事業本部担当
執 行 役 員 常 務 丸 山 隆 英 土木事業本部担当
執 行 役 員 常 務 石 山 明 久 土木事業本部担当
執 行 役 員 後 藤 良 平 土木事業本部技術担当（働き方改革推進責任者）
執 行 役 員 山 下 新 一 九州支店長
執 行 役 員 金 子 功 名古屋支店長
執 行 役 員 金 田 聡 土木事業本部第一営業部長
執 行 役 員 竹 市 卓 矢 東北支店長
執 行 役 員 川 森 聡 経営企画本部副本部長 兼 ＥＳＧ推進部長
執 行 役 員 木 村 克 尚 国際事業本部長
執 行 役 員 中 道 正 人 技術研究開発センター長
執 行 役 員 麥 田 和 義 西日本建築支店長
執 行 役 員 本 田 勝 志 建築事業本部副本部長（働き方改革推進責任者）
執 行 役 員 木 下 正 暢 千葉支店長
執 行 役 員 瀧 野 浩 プロジェクト担当
執 行 役 員 北 林 勇 武 東日本建築支店副支店長
執 行 役 員 市 毛 史 朗 土木事業本部第二営業部長 兼 電力営業部長
執 行 役 員 御 沓 英 剛 東京支店長
執 行 役 員 岡 禎 之 中国支店長
執 行 役 員 中 尾 剛 管理本部長
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Ⅴ 会計監査人の状況
１ 会計監査人の名称
EY新日本有限責任監査法人

２ 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
① 公認会計士法第2条第1項の業務に係る報酬等の額

EY新日本有限責任監査法人 56百万円
当社とEY新日本有限責任監査法人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基
づく監査の監査報酬の額を区分しておらず、実質的にも区分できないため、上記の金額にはこれらの合計
額を記載しております。

② 当社及び当社の子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計
EY新日本有限責任監査法人 56百万円

③ 会計監査人の報酬等に監査等委員会が同意した理由
監査等委員会は、会計監査人の職務執行状況、監査方法及び監査内容並びに報酬見積りの算出根拠等を確
認し、総合的に検討した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第1項及び第3項の同意を行っ
ています。

３ 非監査業務の内容
該当事項はございません。

４ 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
会計監査人が、会社法第340条第1項各号に定める項目に該当する場合は、監査等委員会は、監査等委員全員

の同意により会計監査人を解任いたします。
また、監査等委員会は、会計監査人の職務遂行状況、監査体制、独立性及び専門性などが適切であるかについ

て総合的に評価し、会計監査人の再任が不適当と判断した場合は、会計監査人の解任又は不再任に関する議案を
株主総会に提案いたします。



知
通
ご
集
招

類
書
考
参
会
総
主
株

書
告
報
査
監

類
書
算
計

類
書
算
計
結
連

告
報
業
事

― 44 ―

Ⅵ 業務の適正を確保するための体制（内部統制システム構築の基本方針）
及び運用状況の概要

当社は、会社法、会社法施行規則及び金融商品取引法に基づき、以下のとおり、当社の業務の適正性を確保す
るための体制（以下「内部統制システム」という。）を整備し運用しております。過去に発生した不祥事以来、
役職員全員の意識改革とコンプライアンスの更なる徹底に努め、より実効性のある内部統制システムの構築及び
運用に向けた取り組みを行っております。

１ 取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための
体制
① 企業として社会的責任を果たすため、役職員が法令・定款及び企業倫理を遵守した職務執行を行うよう企
業行動規範を定めております。企業行動規範は社内イントラネット上に掲載しており、常に閲覧できるほ
か、公式サイト上においても公開しております。
② 社長が全役職員に企業行動規範の精神を繰返し伝えることにより、法令等の遵守があらゆる企業活動の前
提であることを周知・徹底しております。
③ 全社横断的に効果的な内部統制を構築するため、社長を委員長とするESG委員会を設置し、当社グループ
のコンプライアンス、内部統制及びリスク管理の実効性に関する行動計画を策定し、これを実施しておりま
す。
④ オンラインを活用したコンプライアンス研修をグループ役職員を含む全社で一斉に実施しているほか、
e-learningを利用し、役職員への業務執行に関連する各種法令の遵守や内部統制及びリスク管理教育を実施
しております。

２ 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
① 取締役の職務執行に係る情報（取締役会議事録、稟議書）を文書又は電磁的媒体で記録し、文書管理規程
に従い保存しております。
② 取締役は、取締役の職務執行に係る情報をいつでも閲覧することができる体制を構築しております。

３ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① 職務執行に係るリスク管理については、それぞれの担当部門が定めた管理規程等に従い当該部門が行って
おります。また、それぞれの担当部門が自発的に担当職務に関連するテーマを抽出し、e-learningによる教
育を実施しております。
② 組織横断的なリスク状況の監視並びに全社的対応については、リスク管理規程に基づきESG委員会が対応
し、必要に応じてその状況や対応内容を取締役会に報告する体制を構築しております。
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４ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 中期経営計画・年度計画を定め、当社として達成すべき目標及び担当取締役の業績目標を明確にしており
ます。

② 経営企画部は、中期経営計画・年度計画における各部門の業務執行状況を検証しこれをフィードバックす
るとともに、各部門の改善策の実施をフォローする体制をとるものとしております。
③ IR担当取締役を任命し、企業情報等に関し適時の開示を適切に実施しております。
④ 取締役会の決議によって重要な業務執行の一部を取締役社長に権限委任し、毎週１回開催する経営会議で
審議・決定することにより、経営判断の迅速化の向上に努めております。
⑤ 執行役員制度により、意思決定機能と業務執行機能を分離し、意思決定プロセスの簡素化及び意思決定の
迅速化を図っております。
⑥ 当事業年度は取締役会を16回開催しております。また、アンケート形式で取締役会の実効性についての自
己評価を行っており、認識された課題や取締役会全体の機能向上に向けた今後の取り組み等について、建設
的な議論を行っております。

５ 当該株式会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための
体制
① 当社の定める企業行動規範をグループ各社に周知するとともに、当社ESG委員会がグループ全体の役職員
と一体となり遵法意識の向上を図っております。
当社で実施するオンラインを活用したコンプライアンス研修は、グループ役職員と合同で実施しておりま

す。
② 当社の定めるグループ会社運営基準に従い、グループ各社における経営上重要な事項については当社取締
役会の付議事項とし、その他の事項については、当社経営企画部の審査を経るものとしております。
③ 当社内部監査室は、グループ各社に対する内部監査を実施しております。
④ グループ各社は、経営目標を設定し、関係会社社長会において当期見通し等について、当社経営陣と協議
を行っております。当社経営企画部は、グループ各社の経営目標の達成状況等を定期的に検証し、その結果
を当社取締役会に報告するとともに、グループ各社にフィードバックを行っております。
⑤ 当社グループは、社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力及び団体との関係を一切遮断するため、
不当要求等については、毅然かつ組織的に対応することにしております。
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６ 監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当
該使用人に関する体制及び当該使用人の取締役からの独立性に関する事項
① 当社の業務を十分検証できるだけの経験を有する社員を補助者として配置し、監査等委員会の事務局を併
せて担当するものとしております。
② 監査等委員会は、補助者に監査業務に必要な事項を命ずることができる体制をとっております。前記の場
合、補助者はその命令に関して監査等委員でない取締役等の指揮・命令を受けない体制をとっております。

③ 補助者の人事異動、人事評価及び懲戒に関しては、監査等委員会の同意を得るものとしております。

７ 取締役及び使用人が監査等委員会に報告をするための体制、その他の監査等委員
会への報告に関する体制及びその他監査等委員会の監査が実効的に行われること
を確保するための体制
① 役職員は、会社に重大な損失を与える事項の発生又は発生する恐れがあるとき、及び役職員による違法又
は不正な行為を発見したとき、並びにその他会社に著しい信用失墜を及ぼす恐れのある事象が生じたときは
速やかに監査等委員会に報告するものとしております。
② 前号の報告をした者に対し、当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを行うことを禁止することと
しております。
③ 役職員は、監査等委員会の監査業務に対しその重要性と有用性を認識･理解し、監査が実効的に行われる
よう協力する体制をとっております。
④ 監査等委員会は、代表取締役社長並びに会計監査人との定期的な意見交換会を開催するとともに、内部監
査室との連携を図り、適切な意思疎通及び効果的な監査業務の遂行を図ることとしております。
⑤ 監査等委員会は、監査上必要があるときは、取締役及び重要な役職員に対し個別ヒヤリングの機会を設け
ることができる体制をとっております。
⑥ 監査等委員が職務の執行について生ずる費用の前払い又は償還の手続きを請求したときは、職務の執行に
必要でないと認められた場合を除き、会社がその費用を負担することとしております。

８ 財務計算に関する報告及び情報の適正性を確保するための体制
① 当社グループの財務報告の適正性を確保するため、財務報告に係る内部統制基本方針を定めて維持・運用
する体制をとっております。
② 当社グループの財務報告に係る内部統制の有効性を継続的に評価し、内部統制について必要な是正・改善
を行うことにより業務品質の向上を図ることとしております。
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Ⅶ 会社の支配に関する基本方針
１ 基本方針の内容
当社は、公開会社として株式を上場し、株主、投資家の皆様による株式の自由な取引が認められている以上、

当社株式に対する大規模買付提案又はこれに類似する行為があった場合において、これに応じて当社株式の売却
を行うか否かの判断は、最終的には株主の皆様の意思に基づき行われるものであると考えております。
当社株式の売却を行うか否か、すなわち大規模買付提案等に応じるか否かの判断を株主の皆様に適切に行って

いただくためには、大規模買付者側から買付の条件や買収した後の経営方針、事業計画等に関する十分な情報提
供がなされる必要があると考えます。また、当社は、その大規模買付提案に対する当社取締役会の評価や意見、
大規模買付提案に対する当社取締役会による代替案等も株主の皆様に提供しなければならないと考えます。株主
の皆様には、それらを総合的に勘案したうえでご判断をいただく必要があると考えます。
当社の財務及び事業の方針を決定する者は、当社の経営理念を理解し、当社を支えるステークホルダーとの信

頼関係を十分に構築することができ、当社の企業価値、株主共同の利益を中長期的に向上させることのできる意
思と能力を備えている必要があると考えます。
したがって、大規模買付提案にあたって当社や当社の株主に対し、提案内容に関する情報や意見、評価、代替

案作成に必要な時間を与えない大規模買付者、買付の目的及び買付後の経営方針等に鑑み、当社の企業価値・株
主共同の利益を損なうことが明白である大規模買付提案を行う買付者、買付に応じることを株主に強要するよう
な仕組みを有する提案等を行う大規模買付者は、当社の財務及び事業の方針を支配する者としては適切ではない
と考えています。
このような大規模買付提案又は大規模買付行為等があった場合には、当社は、法令及び定款によって許容され

る限度において、企業価値や株主共同の利益を確保するために必要な措置を講じることを基本方針とします。

２ 基本方針の実現に資する取り組み
当社は、より多くの投資家の皆様に末永く継続して投資いただくため、当社グループの企業価値ひいては株主

共同の利益を向上させる取り組みとして、「高い技術をもって、社業の発展を図り、健全な経営により社会的責
任を果たす」という企業理念を掲げ、その実現のための10年後を見据えた長期ビジョン、そして具体的な実行計
画となる3か年中期経営計画を策定しております。
長期ビジョンにおきましては、国内外のインフラ建設を通じた産業基盤の構築、環境負荷低減等の解決に資す

ることによる持続可能な社会の実現、そして社会や企業の礎となる人財への投資・育成を強化することを基本方
針としております。
中期経営計画（2020～2022年度）においては、長期ビジョンの実現に向けて、既存事業の高度化、事業領域

拡大の加速、経営基盤の強化を図り、事業構造の変革に注力してまいります。また、これらと並行してコーポレ
ート・ガバナンスの強化、充実に取り組み、企業の社会的責任を果たすべくESG経営を推進しSDGｓの達成に貢
献してまいります。
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３ 基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配
されることを防止する取り組み
当社は、企業価値及び株主共同の利益を害する恐れのある当社株式に対する大規模買付提案又はこれに類似す

る行為があった場合には、株主の皆様が適切に判断を行えるよう、大規模買付者に対し必要かつ十分な情報開示
を求め、あわせて取締役会の評価や意見、代替案等を開示し、株主の皆様に適時適切な情報を提供するように努
めるとともに、株主の皆様が検討するための時間の確保に努めてまいります。

４ 基本方針に沿い、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に合致し、当社の会社
役員の地位の維持を目的とするものではないことについて
当社の２「基本方針の実現に資する取り組み」は、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を向上させる取り

組みとして、当社の経営理念を実現させるため実践しているものであります。
また、３「基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されることを防止

する取り組み」は、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を向上させる取り組みとして必要に応じて法令、定
款の許容する範囲において適切な処置を講ずるものであり、当社の役員の地位の維持を目的とするものではあり
ません。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
（注） 本事業報告中に記載の金額及び株式数は、表示単位未満の端数を切り捨てております。
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連結貸借対照表
（2022年3月31日現在）

（単位：百万円）

科 目 金 額 科 目 金 額
（資産の部） （負債の部）

流 動 資 産
現 金 預 金
受取手形・完成工事未収入金等
有 価 証 券
未 成 工 事 支 出 金 等
販 売 用 不 動 産
立 替 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 ・ 構 築 物
機械、運搬具及び工具器具備品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
無 形 固 定 資 産
投資その他の資産
投 資 有 価 証 券
長 期 貸 付 金
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

162,072
32,028
111,809

42
3,597
1,558
8,211
4,831
△7

50,843
35,095
4,786
3,327
19,127
1,839
6,015
975

14,771
10,600
116
2,994
1,600
△539

流 動 負 債 107,750
支払手形・工事未払金等 34,601
電 子 記 録 債 務 7,897
短 期 借 入 金 18,875
未 払 法 人 税 等 1,737
未 成 工 事 受 入 金 15,785
預 り 金 18,255
完 成 工 事 補 償 引 当 金 859
工 事 損 失 引 当 金 1,809
役 員 賞 与 引 当 金 63
そ の 他 7,864

固 定 負 債 18,440
転換社債型新株予約権付社債 1,050
長 期 借 入 金 10,937
再評価に係る繰延税金負債 2,320
退 職 給 付 に 係 る 負 債 1,339
役 員 株 式 給 付 引 当 金 106
そ の 他 2,686
負 債 合 計 126,190

（純資産の部）
株 主 資 本 80,037
資 本 金 18,976
資 本 剰 余 金 19,042
利 益 剰 余 金 43,543
自 己 株 式 △1,524

その他の包括利益累計額 5,990
その他有価証券評価差額金 2,235
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 5
土 地 再 評 価 差 額 金 3,659
退職給付に係る調整累計額 89
非 支 配 株 主 持 分 697
純 資 産 合 計 86,725

資 産 合 計 212,916 負 債 純 資 産 合 計 212,916
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結損益計算書
( 2021年4月 1日から2022年3月31日まで )

（単位：百万円）

科 目 金 額
売 上 高 219,814
売 上 原 価 198,437
売 上 総 利 益 21,376
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 11,502

営 業 利 益 9,874
営 業 外 収 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 290
為 替 差 益 372
そ の 他 85 748

営 業 外 費 用
支 払 利 息 251
保 証 料 143
支 払 手 数 料 66
そ の 他 23 484
経 常 利 益 10,138

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 10
投 資 有 価 証 券 売 却 益 221
そ の 他 5 237

特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 0
固 定 資 産 除 却 損 10
投 資 有 価 証 券 売 却 損 0
減 損 損 失 80
そ の 他 1 93
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 10,283
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,724
法 人 税 等 調 整 額 1,204 2,929
当 期 純 利 益 7,354
非支配株主に帰 属 す る 当 期 純 利益 △31

親会社株主に帰属する当期純利益 7,385
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書
( 2021年4月 1日から2022年3月31日まで )

（単位：百万円）
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
当 期 首 残 高 18,976 18,124 37,647 △5,247 69,500
会計方針の変更による累積的影響額 48 48
会計方針の変更を反映した当期首残高 18,976 18,124 37,695 △5,247 69,548
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △1,537 △1,537
親会社株主に帰属する当期純利益 7,385 7,385
自 己 株 式 の 取 得 △1,306 △1,306
自 己 株 式 の 処 分 7 7
転換社債型新株予約権付社債の転換 917 5,022 5,940
株主資本以外の項目の当期変動額（純額）
当 期 変 動 額 合 計 － 917 5,848 3,722 10,488
当 期 末 残 高 18,976 19,042 43,543 △1,524 80,037

その他の包括利益累計額 非支配
株主持分

純資産
合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ
損益

土地再評価
差額金

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括利益
累計額合計

当 期 首 残 高 2,700 △8 3,659 △405 5,945 728 76,175
会計方針の変更による累積的影響額 48
会計方針の変更を反映した当期首残高 2,700 △8 3,659 △405 5,945 728 76,223
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △1,537
親会社株主に帰属する当期純利益 7,385
自 己 株 式 の 取 得 △1,306
自 己 株 式 の 処 分 7
転換社債型新株予約権付社債の転換 5,940
株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △465 14 － 495 44 △31 13
当 期 変 動 額 合 計 △465 14 － 495 44 △31 10,502
当 期 末 残 高 2,235 5 3,659 89 5,990 697 86,725

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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貸借対照表
（2022年3月31日現在）

（単位：百万円）

科 目 金 額 科 目 金 額
（資産の部） （負債の部）

流 動 資 産
現 金 預 金
受 取 手 形
完 成 工 事 未 収 入 金
兼 業 事 業 未 収 入 金
有 価 証 券
未 成 工 事 支 出 金
兼 業 事 業 支 出 金
販 売 用 不 動 産
立 替 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 ・ 構 築 物
機 械 ・ 運 搬 具
工 具 器 具 ・ 備 品
土 地
リ ー ス 資 産
建 設 仮 勘 定
無 形 固 定 資 産
投資その他の資産
投 資 有 価 証 券
関 係 会 社 株 式
関 係 会 社 長 期 貸 付 金
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

155,788
29,004
2,634

103,712
2,925
42

2,315
102
1,513
8,181
5,355
△1

47,193
28,862
2,486
2,412
474

15,589
1,883
6,016
927

17,403
9,852
2,396
1,485
2,582
1,625
△539

流 動 負 債 110,608
支 払 手 形 2,135
電 子 記 録 債 務 9,221
工 事 未 払 金 29,618
短 期 借 入 金 18,592
リ ー ス 債 務 515
未 払 法 人 税 等 1,478
未 成 工 事 受 入 金 15,395
兼 業 事 業 受 入 金 125
預 り 金 22,000
完 成 工 事 補 償 引 当 金 859
工 事 損 失 引 当 金 1,804
役 員 賞 与 引 当 金 63
そ の 他 8,798

固 定 負 債 17,120
転換社債型新株予約権付社債 1,050
長 期 借 入 金 10,917
リ ー ス 債 務 1,560
再評価に係る繰延税金負債 2,320
退 職 給 付 引 当 金 911
役 員 株 式 給 付 引 当 金 106
そ の 他 255
負 債 合 計 127,729

（純資産の部）
株 主 資 本 69,478
資 本 金 18,976
資 本 剰 余 金 19,094
資 本 準 備 金 4,744
そ の 他 資 本 剰 余 金 14,349
利 益 剰 余 金 32,448
そ の 他 利 益 剰 余 金 32,448
別 途 積 立 金 14,000
繰 越 利 益 剰 余 金 18,448

自 己 株 式 △1,040
評価・換算差額等 5,774
その他有価証券評価差額金 2,108
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 5
土地再評価差額金 3,659
純 資 産 合 計 75,252

資 産 合 計 202,981 負 債 純 資 産 合 計 202,981
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書
( 2021年4月 1日から2022年3月31日まで )

（単位：百万円）

科 目 金 額
売 上 高

完 成 工 事 高 205,939
開 発 事 業 等 売 上 高 3,977
不 動 産 等 売 上 高 804 210,721

売 上 原 価
完 成 工 事 原 価 187,771
開 発 事 業 等 売 上 原 価 3,261
不 動 産 等 売 上 原 価 392 191,425

売 上 総 利 益
完 成 工 事 総 利 益 18,167
開 発 事 業 等 総 利 益 715
不 動 産 等 総 利 益 412 19,295

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 10,611
営 業 利 益 8,683

営 業 外 収 益
受 取 利 息 及 び 配 当 金 302
為 替 差 益 372
そ の 他 70 745

営 業 外 費 用
支 払 利 息 249
保 証 料 142
支 払 手 数 料 66
そ の 他 22 481
経 常 利 益 8,948

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 0
投 資 有 価 証 券 売 却 益 201
そ の 他 4 205

特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 0
固 定 資 産 除 却 損 6
投 資 有 価 証 券 売 却 損 0
減 損 損 失 80
そ の 他 1 89
税 引 前 当 期 純 利 益 9,064
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,311
法 人 税 等 調 整 額 1,215 2,526
当 期 純 利 益 6,537

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書
( 2021年4月 1日から2022年3月31日まで )

（単位：百万円）
株主資本

資本金
資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本合計資本
準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

その他利益剰余金 利益
剰余金
合計

別途
積立金

繰越利益
剰余金

当 期 首 残 高 18,976 4,744 13,431 18,176 14,000 13,399 27,399 △4,763 59,788
会計方針の変更による累積的影響額 48 48 48
会計方針の変更を反映した当期首残高 18,976 4,744 13,431 18,176 14,000 13,447 27,447 △4,763 59,836
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △1,537 △1,537 △1,537
当 期 純 利 益 6,537 6,537 6,537
自 己 株 式 の 取 得 △1,306 △1,306
自 己 株 式 の 処 分 7 7
転 換 社 債 型 新 株
予約権付社債の転換 917 917 5,022 5,940
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額）
当 期 変 動 額 合 計 － － 917 917 － 5,000 5,000 3,722 9,641
当 期 末 残 高 18,976 4,744 14,349 19,094 14,000 18,448 32,448 △1,040 69,478

評価・換算差額等
純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ
損益

土地再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 2,596 △8 3,659 6,247 66,036
会計方針の変更による累積的影響額 48
会計方針の変更を反映した当期首残高 2,596 △8 3,659 6,247 66,084
当 期 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △1,537
当 期 純 利 益 6,537
自 己 株 式 の 取 得 △1,306
自 己 株 式 の 処 分 7
転 換 社 債 型 新 株
予約権付社債の転換 5,940
株主資本以外の項目
の当期変動額（純額） △487 14 － △473 △473
当 期 変 動 額 合 計 △487 14 － △473 9,167
当 期 末 残 高 2,108 5 3,659 5,774 75,252

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書謄本
独立監査人の監査報告書

2022年6月3日
東亜建設工業株式会社
取締役会 御中

EY新日本有限責任監査法人
東 京 事 務 所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 福 本 千 人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 結 城 洋 治

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、東亜建設工業株式会社の2021年4月1日から2022年3月31日までの連

結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監
査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、東亜建設工業

株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正
に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法

人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する
規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人
は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。

また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ
る。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に

対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と連結

計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違
以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが

求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示する

ことにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要と判
断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかどうかを評

価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合に
は当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないか

どうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにある。虚偽
表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると
合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断

を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、
実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手す
る。
・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施
に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。
・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する
注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続
企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業
の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は
重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが
求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は
継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかと
ともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適
正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入手する。
監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負
う。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含

む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独

立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内
容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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会計監査人の監査報告書謄本
独立監査人の監査報告書

2022年6月3日
東亜建設工業株式会社
取締役会 御中

EY新日本有限責任監査法人
東 京 事 務 所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 福 本 千 人
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 結 城 洋 治

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、東亜建設工業株式会社の2021年4月1日から2022年3月31日ま

での第132期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明
細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類等

に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における当監査法

人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規
定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示することにある。

また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ
る。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載内容に対

して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容と計算書

類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのような重要な相違以外
にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告することが

求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表示するこ

とにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断し
た内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうかを評価

し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には
当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示がないかど

うかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明することにある。虚偽表示
は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的
に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家としての判断

を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を立案し、
実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手す
る。
・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の実施に
際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。
・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び関連する
注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づき、継続企
業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の
前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要
な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められ
ている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業
として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかどうかとと
もに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表
示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の重要な不備を含

む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監査人の独

立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じている場合はその内
容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告書謄本
監査報告書

当監査等委員会は、2021年4月1日から2022年3月31日までの第132期事業年度における取締役の職務の執行について監査い
たしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。
１．監査の方法及びその内容

監査等委員会は、会社法第399条の13第1項第1号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並びに当該決議に基
づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報
告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、以下の方法で監査を実施しました。
① 監査等委員会が定めた監査等委員会監査基準に準拠し、監査計画等に従い、会社の内部監査部門と連携の上、重要な

会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要
な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査しました。また、子会社について
は、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社に対し事業の報告を求め、
その業務及び財産の状況を調査しました。

② 事業報告に記載されている会社の支配に関する基本方針及び各取組み、その内容について検討を加えました。
③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人か
らその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が
適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基
準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めまし
た。なお、監査上の主要な検討事項については、EY新日本有限責任監査法人と協議を行うとともに、その監査の実施
状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等
変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変
動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

２．監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業
報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、財務報告に係る内部統制も含め、指摘すべき事項は認められま
せん。

④ 事業報告に記載されている会社の支配に関する基本方針は相当であると認めます。また、そのための各取組みは、当
該基本方針に沿ったものであり、当社の株主共同の利益を害するものではなく、かつ、当社の役員の地位の維持を目
的とするものではないと認めます。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果
会計監査人EY新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2022年6月3日
東亜建設工業株式会社 監査等委員会

監査等委員（常勤） 小 川 信 行 ㊞
監査等委員 岡 村 眞 彦 ㊞
監査等委員 渡 邉 光 誠 ㊞
監査等委員 半 田 未 知 ㊞

(佐々野 未 知)
(注)監査等委員 岡村眞彦、渡邉光誠及び半田未知は、会社法第2条第15号及び第331条第6項に規定する社外取締役であります。

以 上
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最寄り駅から会場までの
アクセス

■ 交通のご案内
●JR新宿駅南口から徒歩約17分
●都営新宿線・京王新線新宿駅新都心口から徒歩約15分
●京王新線初台駅東口から徒歩約8分
●都営大江戸線都庁前駅A4出口から徒歩約8分

●小田急線参宮橋駅から徒歩約10分

株主総会会場ご案内図

東京都新宿区西新宿三丁目7番1号 新宿パークタワー3階 パークタワーホール会 場

●JR新宿駅西口バスターミナル21番のりば（京王百貨店
前）から「新宿WEバス」バス約8分（パークハイアッ
ト東京前) 下車


